
述
べ
、
問
題
視
し
な
い
考
え

を
示
し
た
。

　

北
朝
鮮
は
８
月
に
米
国
と

の
合
同
軍
事
演
習
を
計
画
し

て
い
る
文
政
権
へ
の
圧
力
を

高
め
、
米
韓
同
盟
の
分
断
を

図
る
構
え
だ
。

　

河
野
太
郎
外
相
は
２
６

日
、ポ
ン
ペ
オ
米
国
務
長
官
、

韓
国
の
康
京
和
外
相
と
そ
れ

ぞ
れ
電
話
会
談
し
、
北
朝
鮮

対
応
で
緊
密
に
連
携
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

韓
国
軍
合
同
参
謀
本
部
関

係
者
は
２
６
日
、
ミ
サ
イ
ル

の
飛
距
離
に
つ
い
て
２
発
と

も
約
６
０
０
キ
ロ
と
分
析
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
２
５
日
に
は
、
１
発
目

は
約
４
３
０
キ
ロ
、
２
発
目

は
約
６
９
０
キ
ロ
と
発
表
し

米
大
統
領
は
問
題
視
せ
ず

正
恩
氏
「
厳
重
な
警
告
」

新
型
ミ
サ
イ
ル
は
韓
国
標
的

欧
州
熱
波
続
く
、
独
仏
で
４
２
度

記
録
更
新
、
原
発
停
止
も

アフガン中部で経典写本

玄奘三蔵描いた

仏教国か

張
し
た
。
韓
国
軍
部
に
「
厳

重
な
警
告
」
を
送
る
た
め
の

武
力
示
威
の
一
環
だ
と
し
、

文
在
寅
政
権
に
対
し
て
最
新

兵
器
導
入
や
軍
事
演
習
を
中

断
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
米

政
権
へ
の
直
接
の
非
難
は
避

け
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
発

射
実
験
は
小
さ
な
も
の
し
か

行
っ
て
い
な
い
。
北
朝
鮮
と

は
う
ま
く
や
っ
て
い
る
」
と

　
【
北
京
共
同
＝
井
上
智
太

郎
】
北
朝
鮮
の
朝
鮮
中
央
通

信
は
２
６
日
、
金
正
恩
朝
鮮

労
働
党
委
員
長
が
２
５
日
、

「
新
型
戦
術
誘
導
兵
器
」
の

発
射
を
視
察
し
た
と
報
じ

た
。
２
５
日
朝
に
東
部
か
ら

日
本
海
に
向
け
て
発
射
し
た

短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
２
発

を
指
す
。
韓
国
攻
撃
用
で
あ

る
こ
と
を
強
調
、
低
高
度
を

飛
行
し
迎
撃
は
困
難
だ
と
主

パ
リ
で
も
２
５
日
、
過
去
最

高
の
４
２
・
６
度
が
観
測
さ

れ
、
約
７
０
年
ぶ
り
に
記
録

を
塗
り
替
え
た
。
各
国
当

局
は
不
要
な
外
出
を
控
え
る

よ
う
市
民
に
呼
び
掛
け
て
い

る
。

　

ド
イ
ツ
北
部
ニ
ー
ダ
ー
ザ

ク
セ
ン
州
当
局
は
２
５
日
、

同
州
の
グ
ロ
ー
ン
デ
原
発
の

運
転
を
２
６
日
に
一
時
停
止

す
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
冷

却
水
を
排
出
す
る
近
く
の
川

の
水
温
を
高
め
な
い
た
め
の

措
置
。
国
内
の
鉄
道
で
は
熱

波
の
影
響
で
分
岐
器
が
故
障

し
、列
車
の
運
行
が
乱
れ
た
。

ド
イ
ツ
の
一
部
で
は
２
６
日

も
高
温
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。

　

パ
リ
で
は
１
９
４
７
年
７

月
に
記
録
さ
れ
た
４
０
・
４

度
の
最
高
気
温
を
更
新
し

た
。
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
や
セ
ー

ヌ
川
に
近
い
ト
ロ
カ
デ
ロ
庭

園
で
は
多
く
の
人
が
噴
水
に

入
っ
て
水
浴
び
し
た
。
地
下

鉄
は
冷
房
の
な
い
路
線
が
多

く
、
乗
客
は
暑
さ
に
息
を
詰

豪
華
野
外
歌
舞

伎
が
観
客
魅
了

山
あ
げ
祭
開
幕
、
那
須
烏
山

米
政
府
、
死
刑
執
行
再
開
へ

連
邦
レ
ベ
ル
、
１
６
年
ぶ
り

約
８
年
ぶ
り
に
富
岡
漁
港
に
戻
り
、「
帰
港

式
」
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
パ
レ
ー
ド
の
た

め
沖
に
向
か
う
漁
船
＝
２
６
日
午
前
、
福
島

県
富
岡
町
（
共
同
）

自
民
、
復
興
庁
存
続
を
決
定

与
党
８
月
に
も
首
相
へ
提
言

開
幕
し
た
「
山
あ
げ
祭
」
で
披
露
さ
れ

た
野
外
歌
舞
伎
＝
２
６
日
午
前
、
栃
木

県
那
須
烏
山
市
（
共
同
）

そ
う
だ
。
死
刑
囚
側
が
法
的

手
段
で
抵
抗
す
れ
ば
、
延
期

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

米
国
で
は
、
連
邦
レ
ベ
ル

と
半
数
以
上
の
州
に
死
刑
制

度
が
あ
る
。
死
刑
執
行
に

使
う
薬
物
の
効
果
を
巡
っ
て

議
論
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
２
０ 

０
３
年
を
最
後
に
執
行
さ
れ

て
い
な
い
。
司
法
省
は
２
５

日
の
声
明
で
、
使
用
薬
物
の

政
府
、
対
韓
輸
出
規
制
で

　
【
共
同
】
政
府
が
半
導
体
材
料
の
韓
国
向
け
輸
出
規
制
強
化
を
巡
り
、
安
全
保
障

上
の
輸
出
管
理
で
優
遇
措
置
を
取
っ
て
い
る
「
ホ
ワ
イ
ト
国
」
か
ら
韓
国
を
除
外
す

る
政
令
改
正
を
、
８
月
２
日
に
も
閣
議
決
定
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い
る
こ
と
が

２
６
日
、
分
か
っ
た
。
政
令
公
布
の
２
１
日
後
に
施
行
さ
れ
る
た
め
、
８
月
下
旬
に

も
除
外
さ
れ
る
見
通
し
。
ホ
ワ
イ
ト
国
の
指
定
取
り
消
し
は
韓
国
が
初
と
な
る
。

ホ
ワ
イ
ト
国
除
外
２
日
決
定
へ

て
い
た
が
修
正
し
た
。

　

２
６
日
付
の
朝
鮮
労
働
党

機
関
紙
、
労
働
新
聞
は
移
動

式
発
射
台
か
ら
打
ち
上
が
る

ミ
サ
イ
ル
や
、
視
察
す
る
金

氏
の
写
真
を
掲
載
。
５
月
に

発
射
し
た
新
型
短
距
離
弾
道

ミ
サ
イ
ル
「
Ｋ
Ｎ
２
３
」
と

同
じ
か
、
改
良
型
と
み
ら
れ

る
。

　

金
氏
は
、
韓
国
が
融
和
を

演
出
す
る
一
方
で
最
新
攻
撃

型
兵
器
を
導
入
、
合
同
軍
事

演
習
を
強
行
し
よ
う
と
し
て

い
る
と
非
難
。「
自
滅
行
為
」

の
中
断
を
要
求
し
た
。

（１）２０１９年 第５２９２号 ７月 ２７日 （土曜日）

有
志
連
合
、
日
本
も
参
加
を

米
長
官
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で

８
月
下
旬
に
も
発
動

招
い
て
２
回
目
の
会
合
を
非

公
開
で
開
催
。
日
本
も
参
加

し
た
。

　

岩
屋
氏
は
２
６
日
、
防
衛

省
で
記
者
団
の
取
材
に
応

じ
、
同
会
合
に
関
し
「
現
地

の
連
絡
官
か
ら
の
報
告
を
受

国
か
ら
除
外
す
る
方
針
に
つ

い
て
、
今
月
１
日
か
ら
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公

募
）
を
実
施
し
、
２
４
日
に

締
め
切
っ
た
。
１
万
件
超
の

異
例
の
数
が
集
ま
り
、
大
半

が
方
針
を
支
持
し
て
い
た
と

い
う
。
韓
国
政
府
か
ら
も
自

国
の
貿
易
管
理
は
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
と
し
て
、
日
本

側
に
措
置
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
が
あ
っ
た
。

　

韓
国
で
は
昨
年
１
０
月
、

最
高
裁
が
元
徴
用
工
訴
訟
で

新
日
鉄
住
金（
現
日
本
製
鉄
）

に
賠
償
を
命
じ
る
確
定
判
決

を
出
し
た
。
日
本
政
府
は
第

三
国
の
委
員
を
含
む
仲
裁
委

員
会
の
開
催
を
韓
国
に
要
請

し
た
が
韓
国
は
回
答
せ
ず
、

そ
の
後
日
本
は
対
韓
輸
出
規

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米

司
法
省
は
２
５
日
、
連
邦
レ

ベ
ル
で
の
死
刑
執
行
を
１
６

年
ぶ
り
に
再
開
す
る
と
発
表

し
た
。
子
ど
も
を
殺
害
す
る

な
ど
し
た
死
刑
囚
５
人
が
対

象
で
１
２
月
〜
来
年
１
月
に

執
行
す
る
。
死
刑
執
行
再
開

を
強
く
求
め
て
き
た
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
意
向
が
反
映
さ

れ
た
形
。
米
国
内
で
は
反
対

意
見
も
あ
り
、
議
論
を
呼
び

　
【
ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
共
同
】

欧
州
各
地
は
２
５
日
も
ア
フ

リ
カ
か
ら
の
熱
波
に
見
舞
わ

れ
、
ド
イ
ツ
北
部
リ
ン
ゲ
ン

で
同
国
史
上
最
高
の
気
温

４
２
・
６
度
（
暫
定
値
）
を

記
録
、
２
４
日
に
観
測
さ
れ

た
４
０
・
５
度
の
最
高
気
温

を
更
新
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
・

制
強
化
を
発
表
し
た
。

　

韓
国
政
府
は
２
５
日
、
中

国
河
南
省
で
開
か
れ
て
い
る

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
交
渉
会
合
で
日

本
の
輸
出
規
制
に
つ
い
て
取

り
上
げ
る
考
え
を
表
明
。
日

韓
対
立
の
行
方
次
第
で
は
、

年
内
妥
結
を
目
指
す
多
国
間

の
自
由
化
交
渉
が
停
滞
す
る

恐
れ
が
あ
り
そ
う
だ
。

げ
祭
」
が
２
６
日
、
栃
木
県

那
須
烏
山
市
で
開
幕
し
、
歴

史
情
緒
あ
ふ
れ
る
演
技
が

大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
た
。

２
８
日
ま
で
。

　

山
あ
げ
祭
は
五
穀
豊
穣

な
ど
の
祈
願
を
起
源
と
し
、

４
５
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ

る
と
さ
れ
る
。
同
祭
の
豪
華

な
歌
舞
伎
は
江
戸
時
代
か
ら

始
ま
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
日
は
、
平
安
時
代
の

武
将
渡
辺
綱
が
、
京
都
の
一

条
戻
橋
で
美
女
に
化
け
た
鬼

女
と
会
い
、
襲
わ
れ
て
大
立

ち
回
り
と
な
る
演
目
が
披
露

さ
れ
た
。
観
衆
は
き
ら
び
や

か
な
舞
台
に
見
入
り
、
カ
メ

ラ
な
ど
で
撮
影
し
た
。

　

舞
台
後
方
に
は
、
竹
の
骨

組
み
と
和
紙
で
で
き
た
背
景

に
、
山
や
滝
が
大
き
く
描
か

れ
、雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

こ
の
歌
舞
伎
は
、
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）

の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
。

　

初
め
て
来
た
宇
都
宮
市

の
主
婦
丹
羽
佳
那
子
さ
ん

（
３
７
）
は
「
舞
台
は
奥
行

き
が
あ
り
背
景
も
動
く
。
す

ご
い
と
思
っ
た
。
若
い
人
が

多
く
運
営
に
関
わ
っ
て
お
り

活
気
が
あ
る
」
と
笑
顔
を
見

せ
た
。

富
岡
町
、
漁
船

８
年
ぶ
り
港
に

福
島
県
内
の
全
漁
港
が
再
開

　

こ
れ
と
は
別
に
、
今
月
４

日
に
は
フ
ッ
化
水
素
な
ど
半

導
体
材
料
３
品
目
の
韓
国
向

け
の
輸
出
管
理
を
厳
格
化
し

た
。

　

日
本
は
韓
国
を
２
０
０
４

年
に
ホ
ワ
イ
ト
国
に
指
定
し

た
。
輸
出
先
が
ホ
ワ
イ
ト
国

で
あ
れ
ば
、
輸
出
企
業
は
手

続
き
の
簡
略
化
な
ど
の
優
遇

措
置
を
受
け
ら
れ
る
。
ホ
ワ

イ
ト
国
か
ら
外
れ
る
と
、
食

料
品
や
木
材
な
ど
を
除
い
た

多
く
の
品
目
で
軍
事
転
用
の

恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
た
場

合
、
輸
出
企
業
は
経
済
産
業

省
に
許
可
を
得
る
必
要
が
あ

る
。

　

政
府
は
韓
国
を
ホ
ワ
イ
ト

　

韓
国
政
府
は
日
本
の
措
置

が
不
当
だ
と
し
て
、
世
界
貿

易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
一
般

理
事
会
な
ど
で
撤
回
を
求
め

て
い
る
。
除
外
が
正
式
に
決

ま
れ
ば
韓
国
側
の
こ
れ
ま
で

以
上
の
反
発
は
必
至
で
、
東

ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連

携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
な
ど
他
の

通
商
協
議
に
も
影
響
を
与
え

そ
う
だ
。

　

政
府
は
ホ
ワ
イ
ト
国
か
ら

の
韓
国
の
除
外
に
つ
い
て
、

貿
易
管
理
の
国
内
運
用
の
見

直
し
と
説
明
し
て
い
る
。
菅

義
偉
官
房
長
官
は
２
６
日
の

記
者
会
見
で
「
実
効
的
な
輸

出
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
、

適
切
な
措
置
だ
」と
述
べ
た
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
日

本
の
タ
ン
カ
ー
な
ど
が
攻
撃

さ
れ
た
中
東
・
イ
ラ
ン
沖
の

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
周
辺
の
情
勢

を
巡
り
、
ポ
ン
ペ
オ
米
国
務

長
官
は
２
５
日
、
Ｆ
Ｏ
Ｘ

ニ
ュ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
日
本
を
含
む
国
名
を
挙

げ
て
船
舶
の
安
全
確
保
に
向

け
た
有
志
連
合
へ
の
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
る
と
し
、
海

峡
の
航
行
で
利
益
を
得
て
い

る
全
て
の
国
に
参
加
す
る
必

要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
一

方
、
岩
屋
毅
防
衛
相
は
現
状

で
の
自
衛
隊
派
遣
に
否
定
的

な
見
解
を
重
ね
て
示
し
た
。

　

米
政
府
は
２
５
日
、
有
志

連
合
構
想
に
つ
い
て
、
中
東

地
域
な
ど
を
管
轄
す
る
米
中

央
軍
が
司
令
部
を
置
く
南
部

フ
ロ
リ
ダ
州
タ
ン
パ
の
米
軍

基
地
で
、
６
０
カ
国
以
上
を

見
直
し
作
業
を
終
え
た
と
し

た
。

　

死
刑
は
一
部
の
州
で
は
執

行
さ
れ
て
お
り
、
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ポ
ス
ト
紙
に
よ
る
と
、

昨
年
は
２
５
人
だ
っ
た
。
た

だ
１
９
９
９
年
の
９
８
人
に

比
べ
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

バ
ー
司
法
長
官
は
２
５
日

の
声
明
で
「
わ
れ
わ
れ
に
は

犠
牲
者
や
遺
族
の
た
め
に
司

法
が
下
し
た
判
決
を
執
行
す

る
義
務
が
あ
る
」
と
表
明
し

た
。

　

Ａ
Ｐ
通
信
に
よ
る
と
、
連

邦
レ
ベ
ル
の
死
刑
囚
は
現
在

６
１
人
と
い
う
。

ま
ら
せ
た
。
国
内
で
は
北
部

で
も
４
０
度
を
超
す
都
市
が

相
次
い
だ
。

　

２
５
日
は
オ
ラ
ン
ダ
南

部
ギ
ル
ゼ
レ
イ
エ
ン
で

４
０
・
７
度
、
ベ
ル
ギ
ー

北
西
部
ベ
イ
テ
ム
で
も

４
０
・
７
度
と
、
両
国
の
観

測
史
上
最
高
の
気
温
を
記
録

し
た
。

　
【
共
同
】
自
民
党
の
東
日

本
大
震
災
復
興
加
速
化
本
部

は
２
６
日
の
会
合
で
、
復
興

庁
を
設
置
期
限
終
了
後
の

２
０
２
１
年
度
以
降
も
、
現

行
体
制
で
存
続
さ
せ
る
よ
う

政
府
に
求
め
る
方
針
を
決
め

た
。
公
明
党
も
存
続
を
提
言

す
る
方
針
を
既
に
決
定
し
て

お
り
、
与
党
と
し
て
８
月
に

も
安
倍
晋
三
首
相
に
申
し
入

れ
る
。

　

自
民
党
の
額
賀
福
志
郎
本

部
長
は
会
合
の
冒
頭
で
「
復

興
庁
の
司
令
塔
機
能
と
、
地

域
住
民
の
要
望
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
態
勢
を
維
持
す

る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
述
べ

た
。

　

存
続
案
は
首
相
直
属
の
機

関
と
し
、
担
当
閣
僚
を
置

を
検
討
す
る
。
設
置
期
限
の

延
長
期
間
や
２
１
年
度
以
降

の
復
興
財
源
の
確
保
策
が
今

後
の
焦
点
と
な
る
。

　

政
府
は
今
年
３
月
に
閣
議

決
定
し
た
復
興
基
本
方
針
の

見
直
し
で
後
継
組
織
の
設
置

を
明
記
。「
省
庁
縦
割
り
を

排
し
、
政
治
の
責
任
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
復
興
を

成
し
遂
げ
る
た
め
の
組
織
を

置
く
」
と
し
た
が
、
具
体
的

な
形
態
は
示
し
て
い
な
か
っ

た
。

け
た
上
で
、
今
後
の
対
応
を

検
討
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

ポ
ン
ペ
オ
氏
は
、
日
本
や

韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

英
仏
独
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
各
国

に
有
志
連
合
へ
の
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
る
と
言
及
。「
自

国
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
自

由
で
開
か
れ
た
航
路
の
基
本

的
な
考
え
を
守
る
た
め
に
参

加
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し

た
。

　

２
回
目
の
会
合
で
は
、
米

側
が
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
周
辺
の

状
況
や
、
有
志
連
合
構
想
に

基
づ
く
米
軍
の
「
番
人
（
セ

ン
チ
ネ
ル
）
作
戦
」
の
具
体

的
な
運
用
を
説
明
し
た
と
み

ら
れ
る
。

　

一
方
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で

イ
ラ
ン
に
タ
ン
カ
ー
を
拿
捕

さ
れ
た
英
国
の
政
府
は
２
５

日
、
自
国
船
舶
を
海
軍
が
護

送
す
る
と
発
表
し
た
。

　
【
共
同
】
東
日
本
大
震
災

と
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
で
、
福
島
県
富
岡
町
の

富
岡
漁
港
か
ら
避
難
し
て
い

た
漁
船
が
約
８
年
ぶ
り
に
母

　

北
朝
鮮
外
務
省
幹
部
は
今

月
１
１
日
の
談
話
で
、
韓
国

に
よ
る
米
国
製
の
最
新
鋭
ス

テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｆ
３
５
Ａ
導

入
を
非
難
。「
殺
人
装
備
を

焦
土
化
す
る
特
別
兵
器
の
開

発
と
実
験
を
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
」
と
警
告
し
て
い

た
。

　

朝
鮮
中
央
通
信
は
、
新
型

ミ
サ
イ
ル
は
「
低
高
度
滑
空

跳
躍
型
」
軌
道
が
特
性
で
、

作
戦
配
備
さ
れ
る
と
し
た
。

ロ
シ
ア
の
高
性
能
弾
道
ミ
サ

イ
ル
、
イ
ス
カ
ン
デ
ル
に
酷

似
。
低
高
度
を
飛
行
、
複
雑

な
動
き
で
ミ
サ
イ
ル
防
衛
を

回
避
す
る
設
計
と
さ
れ
る
。

保
全
、
修
復
に
協
力
し
て
い

る
東
京
芸
術
大
の
前
田
耕
作

客
員
教
授（
ア
ジ
ア
文
化
史
）

は
「
初
期
仏
典
の
発
見
は
珍

し
い
。
大
唐
西
域
記
に
記
述

さ
れ
た
ブ
リ
ジ
ス
タ
ー
ナ
と

大
ま
か
な
位
置
関
係
も
符
合

す
る
。
玄
奘
が
立
ち
寄
っ
た

可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
し

た
。

　

玄
奘
は
大
唐
西
域
記
で
、

ブ
リ
ジ
ス
タ
ー
ナ
に
つ
い
て

「
気
候
は
寒
さ
厳
し
く
、人
々

の
性
格
は
激
し
い
。
深
く
仏

教
を
信
仰
し
、
学
を
尚
び
、

徳
行
あ
る
者
に
遵
う
」
と
記

し
た
。

　

一
方
、
遺
跡
の
周
辺
に
は

加
者
が
拍
手
な
ど
で
盛
り
上

げ
た
。

　

地
元
漁
協
の
代
表
、
佐
藤

秋
夫
さ
ん
は
「
仲
間
と
一
緒

に
海
に
出
た
の
は
震
災
後
初

め
て
。
う
ま
い
福
島
の
魚
を

食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
皆

で
頑
張
り
た
い
」と
話
し
た
。

　

富
岡
町
に
よ
る
と
、
同
漁

港
は
津
波
で
損
壊
。
復
旧
工

事
で
漁
業
が
再
開
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
漁
船
８

隻
が
震
災
後
に
拠
点
と
し
て

い
た
、
い
わ
き
市
な
ど
の
港

か
ら
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

福
島
県
沖
で
は
第
１
原
発

か
ら
半
径
１
０
キ
ロ
の
外
側

の
海
域
で
魚
種
を
絞
っ
て
試

験
操
業
を
実
施
、
放
射
性
物

質
を
調
べ
た
上
で
出
荷
し
て

い
る
。
８
隻
は
富
岡
漁
港
を

拠
点
に
試
験
操
業
を
行
う
。

　

同
町
は
原
発
事
故
で
町
全

域
が
避
難
指
示
区
域
に
指
定

さ
れ
た
。
一
昨
年
４
月
に
大

半
の
地
域
で
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
た
が
、
今
も
一
部
は

避
難
指
示
区
域
の
ま
ま
だ
。

港
に
戻
る
「
帰

港
式
」
が
２
６

日
、
同
港
で
開

か
れ
た
。
富
岡

漁
港
の
利
用
開

始
で
県
内
に

１
０
カ
所
あ
る

漁
港
全
て
が
再

開
。

　

式
に
は
漁
業

関
係
者
や
そ
の

家
族
ら
約
８
０

人
が
参
加
。
漁

船
に
は
大
漁
旗

が
掲
げ
ら
れ
、

港
は
華
や
い
だ

雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
。
い
っ
た

ん
沖
合
に
出
た

漁
船
５
隻
が
港

に
戻
る
と
、
参

く
現
在
の
組
織

形
態
を
維
持
。

２
１
年
度
以
降

も
東
京
電
力
福

島
第
１
原
発
事

故
対
応
や
被
災

者
支
援
に
適
切

に
取
り
組
む
狙

い
。
現
在
よ
り

「
格
下
げ
」
の

組
織
に
な
り
、

復
興
事
業
が
な

お
ざ
り
に
さ
れ

る
こ
と
へ
の
被

災
地
の
懸
念
に

配
慮
し
た
。

　

政
府
、
与
党

は
設
置
期
限
の

延
長
に
向
け
、

来
年
の
通
常
国

会
で
の
法
整
備

　
【
共
同
】
大
掛
か
り
な
移

動
式
舞
台
を
使
っ
た
野
外
歌

舞
伎
を
目
玉
と
す
る
「
山
あ

　
【
カ
ブ
ー
ル
共
同
＝
安
井

浩
美
】
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
中

部
の
メ
ス
・
ア
イ
ナ
ク
遺
跡

で
、
７
世
紀
ご
ろ
に
作
ら
れ

た
と
み
ら
れ
る
仏
教
経
典
の

写
本
の
一
部
が
見
つ
か
っ

た
。
ア
フ
ガ
ン
考
古
局
が

２
６
日
ま
で
に
明
ら
か
に
し

た
。
古
代
遺
跡
か
ら
写
本
が

見
つ
か
る
の
は
珍
し
く
、
栄

え
た
仏
教
都
市
だ
っ
た
こ
と

を
裏
付
け
る
発
見
。小
説「
西

遊
記
」
の
三
蔵
法
師
と
し
て

知
ら
れ
る
玄
奘
三
蔵
が
、
旅

行
記
「
大
唐
西
域
記
」
で
描

い
た
仏
教
国
「
ブ
リ
ジ
ス

タ
ー
ナ
」
で
あ
る
可
能
性
が

高
ま
っ
た
。

　

遺
跡
は
首
都
カ
ブ
ー
ル
の

南
東
約
４
０
キ
ロ
に
あ
り
、

３
〜
７
世
紀
の
都
市
と
さ
れ

る
。
２
０
０
９
年
に
ア
フ
ガ

ン
政
府
が
本
格
的
な
発
掘
を

開
始
。
仏
塔
や
仏
像
、
壁

画
が
次
々
と
出
土
し
、
大

規
模
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
写
本
は
遺
跡
の

中
心
に
あ
る
丘
の
斜
面
で

１
７
、１
８
年
に
見
つ
か
っ

た
。
考
古
局
は
「
経
典
の
保

管
施
設
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

写
本
を
解
読
し
た
仏
教
大

の
松
田
和
信
教
授（
仏
教
学
）

に
よ
る
と
、
樹
木
の
皮
に
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
大
乗
仏

教
の
「
般
若
経
」
や
「
弥
勒

下
生
成
仏
経
」
が
書
か
れ
て

い
た
。
玄
奘
は
西
域
か
ら
大

乗
仏
教
の
経
典
群
を
持
ち
帰

り
、
漢
訳
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。

　

メ
ス
・
ア
イ
ナ
ク
遺
跡
の

世
界
有
数
の
埋
蔵
量
と
さ
れ

る
銅
の
鉱
床
が
広
が
っ
て

い
る
。
鉱
山
開
発
が
重
要
な

財
源
と
な
っ
て
い
る
ア
フ
ガ

ン
政
府
は
０
７
年
、
３
０
年

間
の
採
掘
権
を
３
０
億
ド
ル

（
約
３
２
５
０
億
円
）
で
中

国
企
業
に
売
却
。
遺
跡
に
及

ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　

考
古
局
の
ヌ
ー
リ
局
長
は

「
発
掘
が
終
わ
る
ま
で
数
十

年
は
必
要
だ
」
と
説
明
。
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ

ネ
ス
コ
）
な
ど
も
保
全
の
重

要
性
を
訴
え
て
お
り
、
ア
フ

ガ
ン
政
府
は
開
発
と
の
両
立

を
図
る
方
針
だ
。



脆
弱
な
通
信
実
態
が
判
明

に
よ
る
と
、
１
１
〜
１
８

年
に
認
定
さ
れ
た
難
民

１
万
１
２
３
１
人
を
国
別
で

見
る
と
、
シ
リ
ア
４
０
％
、

コ
ン
ゴ
１
４
％
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
と
パ
レ
ス
チ
ナ
各
４
％
、

パ
キ
ス
タ
ン
４
％
だ
。
１
８

年
だ
け
見
る
と
、
シ
リ
ア

５
１
％
、
コ
ン
ゴ
１
７
％
、

パ
キ
ス
タ
ン
と
パ
レ
ス
チ
ナ

各
５
％
、
キ
ュ
ー
バ
４
％

だ
っ
た
。

　

な
お
、
２
５
日
付
ア
ジ
ェ

ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
に
よ

る
と
、
１
８
年
１
２
月
現

在
、
認
定
も
非
認
定
も
さ

れ
て
い
な
い
難
民
申
請
は

１
６
万
１
０
５
７
件
あ
る
。

ま
た
、
２
６
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
に
よ
る
と
、
１
８
年

は
、
難
民
と
認
定
さ
れ
た
申

請
書
７
７
７
件
に
対
し
、
非

認
定
と
な
っ
た
の
は
９
０
０

件
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
数
字
は
、
難
民

申
請
や
認
定
に「
第
３
の
波
」

が
起
き
て
い
る
事
を
示
し
て

い
る
。
最
初
の
波
は
１
０
年

の
ハ
イ
チ
地
震
に
伴
う
も
の

　
【
既
報
関
連
】
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
と
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｊ
）
作
戦
担

当
検
事
の
デ
ル
タ
ン
・
ダ
ラ
グ
ノ
ル
氏
ら
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ハ
ッ
キ
ン
グ
し

た
容
疑
で
、
２
３
日
に
逮
捕
さ
れ
た
ハ
ッ
カ
ー
４
人
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
（
社

会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）、
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
、
ダ
ヴ
ィ
・
ア
ル
コ
ル
ン
ブ
レ
両
院

議
長
（
共
に
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）、
ラ
ケ
ル
・
ド
ッ
ジ
連
邦
検
察
庁
長
官
、
さ
ら
に

少
な
く
と
も
１
人
の
最
高
裁
判
事
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

２
６
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ハ
ッ
カ
ー
集
団
は
聖
州
ア

ラ
ラ
ク
ア
ラ
市
に
基
地
を
作

り
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い

た
。

　

連
邦
警
察
に
よ
る
と
、
狙

わ
れ
た
約
１
千
人
の
全
て
が
、

携
帯
を
ハ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
、

私
的
通
信
を
盗
み
見
ら
れ
た

訳
で
は
な
い
。
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ

イ
ア
下
院
議
長
は
、「
テ
レ
グ

ラ
ム
を
使
っ
て
も
い
な
い
」
と

し
て
い
る
。

　

逮
捕
さ
れ
た
４
人
に
は
当

初
、
禁
固
最
長
３
年
４
カ
月

で
あ
る
、
情
報
機
器
不
正
ア

ク
セ
ス
、
通
信
不
正
傍
受
の

嫌
疑
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。

だ
が
、
国
家
権
力
の
中
枢
に

い
る
人
物
の
通
信
を
傍
受
し

漏
洩
し
た
と
な
れ
ば
、
国
家

保
安
法
違
反
に
問
わ
れ
、
禁

固
は
最
長
１
５
年
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

ジ
ョ
ゼ
・
ノ
ロ
ー
ニ
ャ
高
等

裁
判
所
長
官
や
連
邦
検
察
庁

所
属
検
事
２
５
人
、
パ
ウ
ロ・

ゲ
デ
ス
経
済
相
ら
も
ハ
ッ
キ

ン
グ
の
標
的
に
な
っ
た
と
さ
れ

て
お
り
、
正
確
な
数
は
分
か
っ

て
い
な
い
。

　

大
聖
市
圏
ス
ザ
ノ
市
の
州

立
校
の
体
育
館
で
薬
物
を
違

法
に
売
っ
て
い
た
男
が
、
２
４

日
夜
に
逮
捕
さ
れ
た
。
匿
名

の
通
報
を
受
け
て
現
場
に
向

か
っ
た
軍
警
は
、
体
育
館
の

壁
に
開
い
た
穴
を
使
っ
て
、

金
と
薬
物
の
受
け
渡
し
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
。

　

連
警
に
よ
る
と
、
伝
言
を

入
れ
る
カ
イ
シ
ャ
・
ポ
ス
タ
ル

だ
と
暗
証
番
号
を
入
力
せ
ず

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
、

電
話
会
社
の
不
備
に
つ
け
こ

ん
だ
犯
行
だ
。
連
警
は
２
５

日
、
国
家
電
気
通
信
庁
（
Ａ

ｎ
ａ
ｔ
ｅ
ｌ
）
に
対
し
、
伯

国
内
の
通
信
シ
ス
テ
ム
に
は

弱
点
が
あ
る
と
連
絡
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
情
報
漏
え

い
事
件
の
〝
最
大
の
被
害
者
〞

で
あ
る
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法

相
は
、
ハ
ッ
カ
ー
た
ち
に
情

報
を
抜
か
れ
た
疑
い
の
あ
る

人
々
に
対
し
、「
警
察
が
押

収
し
た
情
報
は
司
法
当
局
の

手
に
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
観
点
か
ら
、
内
容
の

精
査
さ
え
せ
ず
に
消
去
さ
れ

国
家
中
枢
が
軒
並
み
標
的
に

で
、
１
１
年
に
認
定
さ
れ
た

４
０
３
５
人
の
大
半
は
ハ
イ

チ
人
だ
っ
た
。
第
２
の
波
は

シ
リ
ア
の
内
戦
が
原
因
で
、

１
７
年
末
現
在
の
認
定
者
数

が
７
２
６
２
人
に
伸
び
た

上
、昨
年
も
約
４
千
人
増
加
。

認
定
件
数
で
は
６
割
が
シ
リ

ア
人
向
け
だ
っ
た
。

　

最
後
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的

混
乱
に
伴
う
も
の
で
、
昨
年

の
難
民
認
定
件
数
は
５
件
だ

が
、
今
年
は
既
に
２
２
４
件

が
認
定
を
受
け
て
い
る
。
国

連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

に
よ
る
と
、
国
外
に
出
た
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
人
は
６
月
現
在
で

年
の
１
万
７
６
８
４
件
比

２
４
５
％
増
（
約
３
・
５
倍
）

と
な
っ
た
。

　

他
方
、
昨
年
の
難
民
認
定

数
は
７
７
７
件
で
、
国
別
に

見
た
認
定
件
数
は
、
シ
リ
ア

の
４
７
６
件
が
突
出
し
た
。

以
下
、
パ
レ
ス
チ
ナ
や
コ
ン

ゴ
、
キ
ュ
ー
バ
、
パ
キ
ス
タ

ン
が
５
２
〜
４
３
件
で
続

き
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
も
５
件
認

定
さ
れ
て
い
る
。

　

２
５
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト

　

国
家
難
民
審
議
会
（
Ｃ
ｏ

ｎ
ａ
ｒ
ｅ
）
が
２
５
日
に
発

表
し
た
「
数
字
で
見
た
難

民
」
に
よ
る
と
、
昨
年
の
難

民
申
請
と
難
民
認
定
は
共

に
新
記
録
を
更
新
し
た
と

２
５
、２
６
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
８
年
の
難
民
申
請
数
は

８
万
５
７
件
で
、
前
年
の

３
万
３
８
６
６
件
を
大
幅

に
上
回
っ
た
。
内
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
人
か
ら
の
申
請
は

６
万
１
６
８
１
件
で
７
５
％

を
占
め
て
い
る
。
同
国
人

か
ら
の
難
民
申
請
は
、
前

認
定
数
も
１
万
１
千
件
超
え
る

連
警
装
い
金
塊
７
０
０
キ
ロ
強
奪

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
の
申
請
数
急
増

４
０
０
万
人
。
伯
国
は
５
番

目
に
受
入
数
が
多
い
。

　

他
方
、
Ｃ
ｏ
ｎ
ａ
ｒ
ｅ
に

よ
る
と
、
現
時
点
で
累
積
し

て
い
る
申
請
書
の
５
２
％
は

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
か
ら
の
も
の

で
、
ハ
イ
チ
人
か
ら
の
も
の

は
１
０
％
、
キ
ュ
ー
バ
人
か

ら
の
も
の
も
４
％
あ
る
。

　

ハ
イ
チ
人
と
キ
ュ
ー
バ
人

か
ら
の
難
民
申
請
は
昨
年
急

増
し
た
。
ハ
イ
チ
人
は
本
来
、

人
道
支
援
の
対
象
で
、
難
民

認
可
の
対
象
で
は
な
い
が
、

昨
年
は
ロ
ラ
イ
マ
州
到
着
者

中
心
に
７
０
３
０
件
の
申
請

を
提
出
。
キ
ュ
ー
バ
人
に
関

し
て
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
が
昨
年
の
大
統
領
選
後
、

マ
イ
ス
・
メ
ジ
コ
ス
に
参
加

し
て
い
る
キ
ュ
ー
バ
人
医
師

の
資
格
を
認
め
な
い
と
し
た

事
で
、
契
約
破
棄
後
も
伯
国

に
残
り
た
い
医
師
達
か
ら
の

申
請
が
急
増
し
た
。

て
い
な
い
か
ら
、
私
の
や
り

と
り
を
盗
み
見
て
も
時
間
の

無
駄
だ
」
と
語
っ
た
。

　
ハ
ッ
カ
ー
グ
ル
ー
プ
の
主
犯

格
と
見
ら
れ
る
、　

ア
ラ
ラ
ク

ア
ラ
市
在
住
の
〝
ベ
ル
メ
ー

リ
ョ
〞
こ
と
、
ヴ
ァ
ル
テ
ル
・

デ
ル
ガ
ッ
チ
・
ネ
ッ
ト
容
疑

者
は
、
モ
ロ
法
相
と
ダ
ラ
グ

ノ
ル
検
事
の
や
り
取
り
を
、

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
ジ
・
イ

ン
タ
ー
セ
プ
ト
・
ブ
ラ
ジ
ル
」

に
漏
ら
し
た
際
に
、
サ
イ
ト

運
営
者
の
グ
レ
ン
・
グ
リ
ー

ン
ウ
ォ
ル
ド
氏
に
名
を
名
乗

ら
ず
、
報
酬
も
要
求
し
な
か
っ

た
と
供
述
し
て
い
る
。

　
ハ
ッ
カ
ー
た
ち
が
、「
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
盗
み
出
し
た
情

報
」
と
主
張
し
て
い
る
通
信

記
録
は
、
連
警
で
は
な
く
、

司
法
当
局
が
調
べ
て
い
る
。

近年の難民の波について語るＣｏｎａｒｅのベルナルド・
ラフェルテ氏（Arquivo/Agência Brasil）

ボウソナロ大統領
（Antonio Cruz/Ag. Brasil）

「
デ
ー
タ
は
消
去
」と
モ
ロ
法
相

グアルーリョス

る
」
と
発
言
し
た
。

　

た
だ
し
、
本
当
に
情
報
が

消
去
さ
れ
る
か
否
か
は
法
相

の
管
轄
で
は
な
く
、
司
法
当

局
の
判
断
と
な
る
。

男
は
逃
げ
た
が
あ
え
な
く
捕

ま
り
、
大
麻
や
コ
カ
イ
ン
な

ど
が
押
収
さ
れ
た
。
聖
州
教

育
局
は
、
軍
警
の
行
っ
て
い

る
、
学
校
を
犯
罪
か
ら
守
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
ロ
ン
ダ
・
エ

ス
コ
ラ
ル
」
と
の
協
力
体
制

を
継
続
す
る
と
発
表
し
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
６
日
に
、「
司
法
の
許

可
を
得
ず
に
、
金
融
活
動
管

理
審
議
会
（
Ｃ
ｏ
ａ
ｆ
）、

国
税
庁
、
中
銀
な
ど
の
内
部

デ
ー
タ
を
使
っ
て
始
め
ら
れ

た
金
融
犯
罪
捜
査
全
て
を
一

時
停
止
と
す
る
」
と
の
決
定

を
下
し
た
ジ
ア
ス
・
ト
フ
ォ

リ
最
高
裁
長
官
は
、
裁
判

所
の
許
可
を
得
る
前
に
デ
ー

タ
を
使
っ
て
捜
査
す
る
こ
と

の
是
非
を
決
め
る
最
高
裁
審

理
の
日
程
を
、
１
１
月
２
１

日
以
前
に
早
め
る
意
向
を

示
し
た
。
決
定
以
降
、〝
有

能
〞
な
弁
護
士
た
ち
が
次
々

と
、「
依
頼
人
へ
の
捜
査
は
停

止
の
は
ず
」
と
の
申
し
立
て

を
行
っ
て
い
る
。
検
察
は
「
金

融
犯
罪
だ
け
で
な
く
、
麻
薬

密
売
事
件
に
だ
っ
て
影
響
す

る
」
と
不
満
を
抱
い
て
い
る

が
、
審
理
結
果
は
？

　
　
　
　
　

◎

　

２
３
日
（
火
）
か
ら
２
５

日（
木
）に
か
け
て
、南
米
サ
ッ

カ
ー
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
王
者

を
決
め
る
、
リ
ベ
ル
タ
ド
ー

レ
ス
杯
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦
、
第
１
試
合
が
行

わ
れ
た
。伯
国
か
ら
は
６
チ
ー

ム
が
ベ
ス
ト
１
６
に
残
っ
て
い

た
が
、
勝
利
し
た
の
は
イ
ン

テ
ル
ナ
シ
オ
ナ
ル
と
グ
レ
ミ

オ
の
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
本

拠
の
２
チ
ー
ム
だ
け
だ
っ
た
。

中
で
も
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い

の
は
、
０
対
２
と
敗
れ
た
上
、

中
心
選
手
ジ
エ
ゴ
が
全
治
４

カ
月
の
重
傷
を
負
っ
て
し
ま
っ

た
フ
ラ
メ
ン
ゴ
だ
。
来
週
の

リ
タ
ー
ン
マ
ッ
チ
で
逆
転
で
き

る
か
？

　

経
済
省
は
２
５
日
、
今
年
６
月
の
国
内
の
正
規
雇
用
の

増
減
を
示
し
た
全
就
労
・
失

業
者
台
帳
（
Ｃ
ａ
ｇ
ｅ
ｄ
）

を
発
表
。
６
月
の
結
果
が
出

た
こ
と
で
、
今
年
上
半
期
の

結
果
も
同
時
に
判
明
し
、
正

規
雇
用
４
０
万
８
５
０
０
人

分
の
純
増
だ
っ
た
事
が
わ

か
っ
た
２
６
日
付
エ
ス
タ
ー

ド
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

４
０
万
８
５
０
０
人
純
増

は
、
上
半
期
の
結
果
と
し
て

は
２
０
１
４
年
以
来
、
５

年
ぶ
り
の
好
結
果
だ
。
部
門

別
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
が

２
７
万
２
千
人
純
増
で
ト
ッ

プ
だ
っ
た
。

　

６
月
の
み
で
見
る
と
、
工

業
部
門
と
商
業
部
門
で
は
正

規
雇
用
者
数
が
減
っ
た
が
、

他
の
分
野
の
純
増
分
が
そ
れ

を
カ
バ
ー
し
て
、
ト
ー
タ
ル

４
万
８
４
３
６
人
の
純
増

だ
っ
た
。
こ
れ
も
６
月
と
し

て
は
２
０
１
３
年
以
来
、
６

年
ぶ
り
の
好
結
果
だ
。

　

ブ
ル
ー
ノ
・
ダ
ル
コ
ル
モ

労
働
局
長
は
、「
上
半
期
の

デ
ー
タ
か
ら
、
今
年
全
体
の

成
績
は
昨
年
を
上
回
る
こ
と

が
既
に
想
定
で
き
る
」
と
述

べ
た
上
で
、
社
会
保
障
制
度

改
革
が
承
認
さ
れ
そ
う
な
見

通
し
で
あ
る
こ
と
や
、
政
府

が
先
日
、
勤
続
期
間
保
障
基

金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
の
引
き
出

し
解
禁
を
認
め
た
こ
と
な
ど

で
、「
企
業
家
に
も
消
費
者

に
も
景
気
へ
の
信
頼
感
が

戻
っ
て
く
る
」
と
の
見
通
し

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

同
局
長
は
ま
た
、

「
２
０
１
６
年
ま
で
続
い
た

長
期
の
景
気
後
退
に
よ
る
落

ち
込
み
は
ま
だ
ま
だ
大
き

く
、
社
会
保
障
制
度
改
革
だ

け
で
は
労
働
市
場
の
回
復
に

は
不
十
分
だ
。
社
会
保
障
制

度
改
革
は
、
税
制
改
革
そ
の

他
の
変
革
達
成
の
た
め
に
も

必
要
不
可
欠
」
と
語
る
。

　

大
聖
市
圏
の
グ
ア
ル
ー

リ
ョ
ス
国
際
空
港
で
２
５
日

午
後
、
警
官
に
変
装
し
た
武

装
強
盗
が
７
１
８
・
９
キ
ロ

の
金
塊
（
１
億
１
０
２
０
万

レ
ア
ル
相
当
）
を
奪
っ
て
逃

走
す
る
事
件
が
起
き
た
と
、

２
５
、２
６
日
付
伯
字
各
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。
犯
人
は

ま
だ
逃
走
中
だ
。

　

強
盗
団
は
総
勢
８
人
（
一

部
報
道
で
は
１
０
人
）
で
、

重
火
器
で
武
装
し
た
上
、
連

警
車
両
に
偽
装
し
た
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
な
い
車
２

台
で
グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
空
港

に
現
れ
た
。

　

１
台
は
空
港
内
に
入
ら
な

か
っ
た
が
、
も
う
１
台
は
貨

物
仕
分
け
現
場
に
現
れ
た
。

強
盗
団
は
連
邦
警
察
の
制
服

と
覆
面
を
着
用
し
て
い
た
。

　

連
邦
道
路
警
察
に
よ
る

と
、
強
盗
団
は
、
空
港
内
の

積
荷
の
積
み
込
み
、
荷
降
ろ

し
を
担
当
し
て
い
た
ブ
リ
ン

ク
ス
社
の
職
員
１
人
と
親
族

２
人
を
誘
拐
し
、
積
み
込
み

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
機
密
情

報
を
手
に
入
れ
て
い
た
。

　

強
盗
団
は
職
員
と
親
族
の

１
人
を
連
れ
て
現
場
に
到

着
。
現
場
に
付
け
ら
れ
て
い

た
防
犯
カ
メ
ラ
に
は
犯
行
の

一
部
始
終
が
映
っ
て
い
た
。

　

強
盗
団
は
現
場
の
職
員
の

一
部
を
銃
で
脅
し
、
金
塊
入

り
の
ト
ラ
ン
ク
の
運
搬
を
手

伝
わ
せ
た
。
重
す
ぎ
て
持
ち

上
げ
ら
れ
な
い
荷
物
の
運
搬

に
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
も
使

用
し
た
。
乗
っ
て
き
た
車
に

手
早
く
金
塊
を
積
み
込
ま
せ

た
強
盗
団
は
、
人
質
を
確
保

し
た
ま
ま
逃
亡
し
た
。

　

逃
亡
後
、
犯
行
に
使
わ
れ

た
車
は
２
台
と
も
、
聖
市
東

部
ジ
ャ
ル
ジ
ン
・
パ
ン
タ

ナ
ル
地
区
に
乗
り
捨
て
ら
れ

た
。
強
盗
団
は
こ
こ
で
、
小

型
ト
ラ
ッ
ク
と
救
急
車
に
乗

り
換
え
て
姿
を
消
し
た
。
車

を
乗
り
換
え
た
際
、
人
質
も

解
放
さ
れ
た
。

　

奪
わ
れ
た
金
塊
は
、
一
部

が
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
、
一

部
は
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

運
ば
れ
る
予
定
だ
っ
た
。

　

捜
査
に
は
、
聖
州
市
警
の

組
織
犯
罪
捜
査
課
（
Ｄ
ｅ
ｉ

ｃ
）
が
当
た
っ
て
い
る
。
警

察
は
、
乗
り
捨
て
ら
れ
た
２

台
の
車
両
を
鑑
定
し
、
指
紋

も
採
取
し
た
。

　

ま
た
、
空
港
運
営
会
社
の

Ｇ
Ｒ
Ｕ
エ
ア
ポ
ー
ト
社
は
、

今
回
の
事
件
に
よ
り
、
旅
客

機
の
離
着
陸
に
支
障
は
出
な

か
っ
た
こ
と
と
、
犯
人
た
ち

と
の
間
に
銃
撃
戦
も
発
生
せ

ず
、
怪
我
人
も
出

な
か
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

警
察
は
、
事
件

は
、
昨
年
３
月

４
日
に
聖
州
カ
ン

ピ
ー
ナ
ス
市
の

ヴ
ィ
ラ
・
コ
ッ
ポ

　

聖
州
道
路
警
察
（
軍
警
）

が
２
５
日
、
同
州
内
陸
部
の

プ
レ
ジ
デ
ン
テ
・
ベ
ル
ナ
ル

デ
ス
で
、
天
井
に
大
量
の
大

麻
を
隠
し
て
運
ん
で
い
た
バ

ス
を
摘
発
し
、
運
転
手
を
逮

捕
し
た
と
同
日
付
Ｇ
１
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　

大
麻
を
隠
し
た
バ
ス
が
摘

発
さ
れ
た
の
は
、
ピ
ラ
ポ

ジ
ー
ニ
ョ
と
ミ
ラ
ン
テ
・
ド
・

パ
ラ
ナ
パ
ネ
マ
を
結
ぶ
州
道

２
７
２
号
線
の
１
１
・
９
キ

ロ
地
点
で
、
８
６
４
個
の
包

み
に
分
け
た
大
麻
、
総
計

１
１
４
３
・
９
８
キ
ロ
が
押

収
さ
れ
た
。

　

道
路
警
察
に
よ
る
と
、
摘

発
さ
れ
た
の
は
、
横
腹
に
農

業
従
事
者
を
運
ぶ
バ
ス
で
あ

る
事
を
大
書
し
た
、
プ
レ
ジ

デ
ン
テ
・
プ
ル
デ
ン
テ
の
プ

レ
ー
ト
付
の
バ
ス
だ
。

　

逮
捕
さ
れ
た
運
転
手
に
よ

る
と
、
大
麻
を
預
か
っ
た
の

は
南
麻
州
の
ド
ウ
ラ
ー
ド
ス

で
、
聖
州
ソ
ロ
カ
バ
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
別
の
男
に

引
渡
せ
ば
１
万
レ
ア
ル
を
受

け
取
れ
る
事
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
。
運
転
手
は
、
こ
れ

ら
の
大
麻
は
、
別
の
男
が
聖

市
ま
で
運
ぶ
事
に
な
っ
て
い

た
事
も
明
か
し
た
。

　

道
路
警
察
が
監
査
を
行
っ

た
時
は
、
運
転
手
だ
け
が
バ

ス
に
乗
っ
て
い
た
。
１
ト
ン

を
超
え
る
大
麻
は
、
バ
ス
の

天
井
の
裏
に
何
層
に
も
重
ね

て
び
っ
し
り
と
並
べ
ら
れ
て

お
り
、
大
麻
を
取
り
出
す
作

業
は
バ
ス
の
内
側
と
外
側
の

両
方
か
ら
行
わ
れ
た
。

　

押
収
さ
れ
た
大
麻
と
バ
ス

は
プ
レ
ジ
デ
ン
テ
・
プ
ル
デ

ン
テ
の
道
路
警
察
本
部
に
運

ば
れ
た
が
、
事
件
の
調
書
は

プ
レ
ジ
デ
ン
テ
・
ベ
ル
ナ
ル

デ
ス
の
市
警
が
作
成
。
運
転

手
の
身
柄
は
同
市
の
警
察
署

に
拘
束
後
、
裁
判
所
に
送
ら

れ
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

７月26日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.7734  R$
買　3.7714  R$

円相場
売　0.0347  R$
買　0.0347  R$

大統領、両院議長も被害？
　
ハ
ッ
カ
ー
た
ち
は
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
が
通
信
ア
プ
リ
、

テ
レ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
行
っ
た

通
信
の
ハ
ッ
キ
ン
グ
に
成
功
し

た
と
供
述
し
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

２
５
日
、
通
信
内
容
が
漏
れ

た
恐
れ
が
あ
る
と
知
ら
さ
れ

た
が
、「
国
政
の
重
要
事
項

は
携
帯
電
話
で
や
り
取
り
し

正
規
雇
用
が
４
１
万
人
増
加

５
年
ぶ
り
の
好
結
果
と
経
済
省

空
港
強
盗
事
件
で
は
過
去
最
高
額

ハッカー難
民
申
請
が
新
記
録
を
更
新

（２）２０１９年 第５２９２号 ７月 ２７日 （土曜日）

上 半 期

バ
ス
天
井
に
ぎ
っ
し
り
１
ト
ン

新
手
の
大
麻
密
輸
手
法
を
摘
発

聖 州

ス
空
港
で
発
生
し
た
、
現
金

５
０
０
万
ド
ル
強
盗
事
件
と

手
口
が
似
て
い
る
と
し
て
同

一
犯
で
は
な
い
か
と
調
べ
を

進
め
て
い
る
。

犯行に使われた偽装の警察
車両（２５日付メトロ紙電子
版の記事の一部）



　
「
こ
の
人ひ

と

の
本ほ

ん

当と
う

の
人じ

ん

生せ
い

は
、
実じ

つ

は
１
９
８
９
年ね

ん

６
月が

つ

４
日か

に
終お

わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？　

・
・
・
居い

酒ざ
か

屋や

の
テ
ー

ブ
ル
に
顔か

お

を
伏ふ

せ
て
嗚お

咽え
つ

を
漏も

ら
し
続つ

づ

け
る
石せ

き

平へ
い

氏し

を
見み

て
、
私わ

た
しは
そ
ん
な
思お

も

い
が
頭あ

た
まか
ら
離は

な

れ
な
か
っ
た
」［
１
，　

Ｐ

２
１
６
］

　

１
９
８
９（
平へ

い

成せ
い

元が
ん

）年ね
ん

６
月が

つ

に
起お

き
た
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん［
Ａ
］

か
ら
３
０
年ね

ん

。
民み

ん

主し
ゅ

化か

を
求も

と

め
て
立た

ち
上あ

が
っ
た
学が

く

生せ
い

や
民み

ん

衆し
ゅ
うを
戦せ

ん

車し
ゃ

と
銃じ

ゅ
うで
鎮ち

ん

圧あ
つ

し
、
数す

う

千せ
ん

と
も
万ま

ん

と
も
言い

わ
れ
る
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

が
出で

た
と
さ
れ
る
。
当と

う

時じ

、石せ
き

平へ
い

氏し

は
日に

本ほ
ん

留り
ゅ
う

学が
く

中ち
ゅ
うだ
っ

た
が
、
こ
の
事じ

件け
ん

で
何な

ん

人に
ん

か
の
知ち

人じ
ん

を
失

う
し
な
っ
た
。［
Ｂ
，
Ｃ
］

【
石せ

き

平へ
い

】
私わ

た
しは
彼か

れ

ら
の
名な

前ま
え

も
出

し
ゅ
っ

身し
ん

地ち

も
、
当と

う

時じ

の
学が

く

年ね
ん

も
所し

ょ

属ぞ
く

学が
っ

科か

も
、
一い

っ

緒し
ょ

に
未み

来ら
い

を
語か

た

り
合あ

っ
た
と
き
の
雰ふ

ん

囲い

気き

も
握あ

く

手し
ゅ

し
た
と
き
の
手て

の
ぬ
く
も
り
も
、
す
べ
て
明め

い

確か
く

に
覚お

ぼ

え
て
い

る
。で
も
、ど
ん
な
に
頑が

ん

張ば

っ
て
も
彼か

れ

ら
の
顔か

お

を
思お

も

い
出だ

せ
な
い
。

…
…
な
ぜ
か
、
本ほ

ん

当と
う

に
思お

も

い
出だ

せ
な
い
。
お
そ
ら
く
思お

も

い
出だ

し

た
ら
私わ

た
しの
精せ

い

神し
ん

は
も
た
な
い
ん
で
す
。［
１
，　
Ｐ
９
５
］

　

自じ

分ぶ
ん

の
精せ

い

神し
ん

を
守ま

も

る
た
め
に
、
本ほ

ん

能の
う

が
記き

憶お
く

の
一い

ち

部ぶ

を
封ふ

う

印い
ん

し
て
し
ま
う
事こ

と

が
あ
る
そ
う
な
。
石せ

き

平へ
い

氏し

に
と
っ
て
、
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

で
失

う
し
な
っ
た
知ち

人じ
ん

た
ち
の
顔か

お

は
こ
の
ケ
ー
ス
な
の
だ
ろ
う
。

　

天て
ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

の
詳

し
ょ
う

細さ
い

な
ル
ポ
『
八は

ち

九き
ゅ
う

六ろ
く

四よ
ん　
「
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

」
は
再ふ

た
た
び
起お

き
る
か
』
で
大お

お

宅や

壮そ
う

一い
ち
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞

し
ょ
う

を
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし

た
安や

す

田だ

峰み
ね

俊と
し

氏し

と
石せ

き

平へ
い

氏し

が
語か

た

り
合あ

っ
た
『
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

３
０
年ね

ん　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

は
ど
う
な
る
？
』［
１
］
の
一ひ

と
コ
マ
で
あ
る
。

天て
ん

安あ
ん

門も
ん

は
石せ

き

平へ
い

氏し

に
と
っ
て
、
い
ま
だ
直

ち
ょ
く

視し

し
得え

な
い
事じ

件け
ん

で

あ
っ
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
安や

す

田だ

氏し

は
こ
う
言い

う
。

【
安や

す

田だ

】
私わ

た
しは
仕し

事ご
と

で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

に
会あ

う
わ
け
で
す
が
、
事じ

件け
ん

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知し

る
世せ

代だ
い

と
知し

ら
な
い
世せ

代だ
い

で
は
、
世せ

界か
い

観か
ん

や
自じ

国こ
く

（
＝
中ち

ゅ
う

国ご
く

）
観か

ん

が
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

に
違ち

が

う
。
政せ

い

府ふ

や
権け

ん

力り
ょ
くに
対た

い

す
る
怖こ

わ

が
り
方が

た

や
、

社し
ゃ

会か
い
へ
の
信し

ん

頼ら
い

感か
ん

の
持も

ち
よ
う
が
明め

い

確か
く

に
違ち

が

う
ん
で
す
。［
１
，　

Ｐ
１
６
］

　
「
そ
の
謎な

ぞ

を
解と

き
た
い
」
と
安や

す

田だ

氏し

は
、
石せ

き

平へ
い

氏し

と
の
会か

い

談だ
ん

に
臨の

ぞ

ん
だ
。

天て
ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

は

     「
も
う
終お

わ
っ
た
も
の
」
か
？

２０１９年
ねん

５月
がつ

２６日
にち

版
ばん

　

二ふ
た

人り

の
対た

い

話わ

は
、「
そ
も
そ
も
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

に
至い

た

る
民み

ん

主し
ゅ

化か

運う
ん

動ど
う

の
本ほ

ん

質し
つ

は
な
ん
だ
っ
た
の
か
」
か
ら
始は

じ

ま
っ
て
、「
現げ

ん

在ざ
い

の
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

政せ
い

権け
ん

と
そ
の
後ご

の
展て

ん

望ぼ
う

」
に
ま
で
広ひ

ろ

が
っ
て
い
る
が
、
そ
の

中な
か

で
筆ひ

っ

者し
ゃ

に
と
っ
て
最も

っ
と
も
印い

ん

象し
ょ
う

的て
き

だ
っ
た
の
が
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

が
事じ

件け
ん

を
巧た

く

み
に
封ふ

う

印い
ん

し
た
手て

口ぐ
ち

だ
っ
た
。

　

天て
ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

の
直

ち
ょ
く

後ご

か
ら
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
３
年ね

ん

ほ
ど
迷め

い

走そ
う

の
期き

間か
ん

が
あ
っ
た
と
、
安や

す

田だ

氏し

は
指し

摘て
き

す
る
。

【
安や

す

田だ

】
８
０
年ね

ん

代だ
い

の
自じ

由ゆ
う

な
雰ふ

ん

囲い

気き

の
中な

か

で
育そ

だ
っ
た
学が

く

生せ
い

が

反は
ん

抗こ
う

し
た
の
で
、
陳ち

ん

雲う
ん

な
ん
か
の
保ほ

守し
ゅ

派は

の
長

ち
ょ
う

老ろ
う

に
し
て
み

れ
ば
「
そ
れ
見み

た
こ
と
か
」
と
な
っ
た
。

　
こ
の
時じ

期き

は
東と

う

欧お
う

の
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

に
加く

わ

え
て
、
１
９
９
１

年ね
ん

に
は
つ
い
に
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

の
大お

お

親お
や

分ぶ
ん

で
あ
る
ソ
連れ

ん

ま
で
崩ほ

う

壊か
い

し

て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
西に

し

側が
わ

陣じ
ん

営え
い

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

内な
い

の
世せ

論ろ
ん

に

介か
い

入に
ゅ
うし
て
体た

い

制せ
い

転て
ん

覆ぷ
く

を
は
か
っ
て
い
る
と
す
る
「
和わ

平へ
い

演え
ん

変ぺ
ん

」

を
警け

い

戒か
い

す
る
声こ

え

が
強つ

よ

ま
っ
た
。・
・
・

　
当と

う

時じ

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
社し

ゃ

会か
い

は
、
沈ち

ん

黙も
く

の
中な

か

に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

天て
ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

を
機き

に
海か

い

外が
い

か
ら
の
投と

う

資し

が
い
っ
せ
い
に
引ひ

き

揚あ

げ
て
経け

い

済ざ
い

が
停て

い

滞た
い

し
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

へ
旅り

ょ

行こ
う

に
行い

こ
う
と
考か

ん
が
え
る

外が
い

国こ
く

人じ
ん

も
い
な
く
な
り
ま
す
。
実じ

っ

際さ
い

に
当と

う

時じ

を
知し

っ
て
い
る
人ひ

と

た
ち
の
話は

な
し
で
も
、
社し

ゃ

会か
い

は
ピ
リ
ピ
リ
し
続つ

づ

け
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
そ
ん
な
、
死し

ん
だ
沈ち

ん

黙も
く

の
時じ

代だ
い

が
、
三さ

ん

年ね
ん

続つ
づ

い
た
。［
１
，　

Ｐ
８
８
］

【
石せ

き

平へ
い

】
で
は
、
そ
ん
な
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

の
後こ

う

遺い

症し
ょ
うを
ど
う
す
れ

ば
克こ

く

服ふ
く

で
き
る
の
か
。
党と

う

の
側が

わ

が
出だ

し
た
一ひ

とつ
の
答こ

た

え
が
「
南な

ん

巡じ
ゅ
ん

講こ
う

話わ

」
で
、
１
９
９
２
年ね

ん

、
ト
ウ
小

し
ょ
う

平へ
い

が
打う

ち
出だ

し
た
市し

場じ
ょ
う

経け
い

済ざ
い

の
大お

お

幅は
ば

な
容よ

う

認に
ん

政せ
い

策さ
く

で
す
。
実じ

つ

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が

市し

場じ
ょ
う

経け
い

済ざ
い

化か

、
す
な
わ
ち
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

市し

場じ
ょ
う

経け
い

済ざ
い

を
認み

と

め
た

の
は
９
０
年ね

ん

代だ
い

か
ら
の
こ
と
で
す
。［
１
，　
Ｐ
７
０
］

　

石せ
き

平へ
い

氏し

は
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
経け

い

済ざ
い

発は
っ

展て
ん

は
、
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
と
い
え
る
」
と
言い

う
。

【
石せ

き

平へ
い

】
つ
ま
り
ト
ウ
小

し
ょ
う

平へ
い

は
、
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

の
後こ

う

遺い

症し
ょ
うを
克こ

く

服ふ
く

す
る
た
め
に
、
政せ

い

権け
ん

と
敵て

き

対た
い

す
る
エ
リ
ー
ト
階か

い

層そ
う

、
知ち

識し
き

人じ
ん

た
ち
と
の
間あ

い
だ
で
「
契け

い

約や
く

」
を
結む

す

ん
だ
わ
け
で
す
。
そ
の
契け

い

約や
く

の
内な

い

容よ
う

と
は
、「
市し

場じ
ょ
う

経け
い

済ざ
い

に
よ
る
金か

ね

儲も
う

け
の
チ
ャ
ン
ス
を

与あ
た

え
る
」
で
す
。
日に

本ほ
ん

で
「
金か

ね

儲も
う

け
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
い
う
と

普ふ

通つ
う

に
聞き

こ
え
ま
す
が
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

に
と
っ
て
は
１
９
４
９
年ね

ん

以い

来ら
い

初は
じ

め
て
の
こ
と
な
ん
で
す
。

　
自じ

分ぶ
ん

の
努ど

力り
ょ
く

次し

第だ
い

で
（
も
ち
ろ
ん
悪わ

る

い
ほ
う
の
努ど

力り
ょ
くも
含ふ

く

め
て
）
お
金か

ね

持も

ち
に
な
れ
る
と
い
う
の
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

に
と
っ
て

は
衝

し
ょ
う

撃げ
き

で
す
。
そ
う
な
る
と
大た

い

半は
ん

の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
い
っ
せ

い
に
市し

場じ
ょ
うに
参さ

ん

入に
ゅ
うし
ま
す
。
し
か
し
こ
の
契け

い

約や
く

に
は
も
う
一ひ

とつ
、

「
そ
の
代か

わ
り
二に

度ど

と
反は

ん

政せ
い

府ふ

的て
き

な
言げ

ん

動ど
う

を
す
る
な
、
二に

度ど

と
政せ

い

治じ

に
関か

ん

心し
ん

を
持も

つ
な
」と
い
う
意い

味み

も
あ
り
ま
し
た
。［
１
，　

Ｐ
７
２
］

　

そ
の
「
契け

い

約や
く

」
に
乗の

っ
た
の
が
、
た
と
え
ば
石せ

き

平へ
い

氏し

の
友ゆ

う

人じ
ん

Ｅ
君く

ん

。
北ぺ

京き
ん

大だ
い

学が
く

で
よ
く
酒さ

け

を
飲の

み
な
が
ら
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
未み

来ら
い

に
つ
い
て
激げ

き

論ろ
ん

を
交か

わ
し
て
い
た
。
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

の
当と

う

時じ

は
、
出

し
ゅ
っ

身し
ん

地ち

の
東と

う

北ほ
く

（
旧

き
ゅ
う

満ま
ん

洲し
ゅ
う）
地ち

方ほ
う

で
大だ

い

学が
く

講こ
う

師し

を
や
っ
て
い
た
が
、

北ぺ

京き
ん

へ
戻も

ど

っ
て
き
て
最さ

い

後ご

ま
で
戦た

た
かい
、
し
か
も
生い

き
延の

び
た
。

　

そ
の
後ご

、
し
ば
ら
く
東と

う

北ほ
く

に
潜せ

ん

伏ぷ
く

し
て
い
た
が
、
や
が
て
南な

ん

巡じ
ゅ
ん

講こ
う

話わ

に
よ
っ
て
市し

場じ
ょ
う

経け
い

済ざ
い

化か

が
始は

じ

ま
る
と
、
地ち

方ほ
う

に
あ
る

国こ
く

有ゆ
う

銀ぎ
ん

行こ
う

の
副ふ

く

頭と
う

取ど
り

だ
っ
た
叔お

父じ

に
融ゆ

う

資し

し
て
も
ら
い
、
不ふ

動ど
う

産さ
ん

開か
い

発は
つ

を
始は

じ

め
て
大お

お

金が
ね

持も

ち
に
な
っ
た
。

【
石せ

き

平へ
い

】
彼か

れ

は
開か

い

発は
つ

の
た
め
に
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
幹か

ん

部ぶ

に
た
く
さ
ん
賄わ

い

賂ろ

を
渡わ

た

し
た
と
公こ

う

言げ
ん

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
彼か

れ

に
は
彼か

れ

の

論ろ
ん

理り

が
あ
っ
て
、「
自じ

分ぶ
ん

は
昔む

か
し、共
き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

と
の
闘た

た
かい
で
敗や

ぶ

れ
た
が
、

今こ
ん

度ど

こ
そ
勝か

つ
。
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

幹か
ん

部ぶ

は
俺お

れ

の
カ
ネ
の
力ち

か
らの
前ま

え

に
跪

ひ
ざ
ま

ず
い
た
。
カ
ネ
の
力ち

か
らで
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

を
変か

え
る
」と
い
う
わ
け
で
す
。

［
１
，　
Ｐ
７
５
］

　

石せ
き

平へ
い

氏し

は
こ
の
発は

つ

言げ
ん

を
聞き

い
て
、
Ｅ
君く

ん

が
心こ

こ
ろの
底そ

こ

で
ま
だ
反は

ん

骨こ
つ

心し
ん

を
持も

っ
て
い
た
こ
と
に
、
少す

こ

し
は
嬉う

れ

し
か
っ
た
と
い
う
。

　

た
だ
、
お
そ
ら
く
周

し
ゅ
う

囲い

の
人に

ん

間げ
ん

の
大だ

い

部ぶ

分ぶ
ん

は
彼か

れ

の
心こ

こ
ろの
底そ

こ

に
何な

に

が
あ
る
か
を
知し

ら
ず
、「
金か

ね

持も

ち
」
と
い
う
ア
イ
コ
ン
し

か
認に

ん

識し
き

し
て
い
な
い
。
政せ

い

権け
ん

側が
わ

か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
彼か

れ

の
よ

う
な
人に

ん

間げ
ん

の
登と

う

場じ
ょ
うは
し
て
や
っ
た
り
で
し
ょ
う
。

　
「
権け

ん

力り
ょ
くに
対た

い

し
て
反は

ん

抗こ
う

的て
き

な
人に

ん

間げ
ん

、
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

で
絶ぜ

つ

望ぼ
う

し
て
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

に
敵て

き

意い

を
抱い

だ

く
人に

ん

間げ
ん

、
あ
る
い
は
そ
れ
で

も
ま
だ
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
変か

え
よ
う
と
し
て
い
る
人に

ん

間げ
ん

─
─
。
そ
う
し

た
連れ

ん

中ち
ゅ
うが
み
ん
な
、
こ
の
契け

い

約や
く

を
受う

け
入い

れ
て
金か

ね

儲も
う

け
す
れ

ば
彼か

れ

の
よ
う
に
大お

お

金が
ね

持も

ち
に
な
っ
て
成せ

い

功こ
う

す
る
じ
ゃ
な
い
か
」

と
い
う
わ
け
で
す
。［
１
，　
Ｐ
７
６
］

　

ト
ウ
小

し
ょ
う

平へ
い

が
亡な

く
な
っ
た
の
は
１
９
９
７
年ね

ん

だ
が
、
そ
の

後ご

、
江こ

う

沢た
く

民み
ん

、
胡こ

錦き
ん

濤と
う

と
２
代だ

い

の
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

を
通つ

う

じ
て
、
そ
の

方ほ
う

針し
ん

は
２
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
継け

い

続ぞ
く

さ
れ
た
。
安や

す

田だ

氏し

は
「
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

の
学が

く

生せ
い

運う
ん

動ど
う

の
性せ

い

質し
つ

を
、
実じ

つ

は
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
よ
く
理り

解か
い

し
て
い

た
」
と
い
う
。

【
安や

す

田だ

】天て
ん

安あ
ん

門も
ん

の
運う

ん

動ど
う

で
若わ

か

者も
の

た
ち
を
動う

ご

か
し
た
動ど

う

機き

に
は
、

民み
ん

主し
ゅ

化か

要よ
う

求き
ゅ
う

以い

外が
い

に
も
い
く
つ
か
の
レ
イ
ヤ
ー
（
層そ

う

）
が
存そ

ん

在ざ
い

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
愛あ

い

国こ
く

」
や
「
自じ

由ゆ
う

」
で
す
。

江こ
う

沢た
く

民み
ん

政せ
い

権け
ん

は
「
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

」
で
爆ば

く

発は
つ

し
た
若わ

か

者も
の

の
パ
ッ
シ
ョ
ン

か
ら
「
民み

ん

主し
ゅ

化か

」
を
注

ち
ゅ
う

意い

深ぶ
か

く
除じ

ょ

去き
ょ

し
、「
愛あ

い

国こ
く

」
と
「（
経け

い

済ざ
い

的て
き

な
）
自じ

由ゆ
う

」
の
み
を
拡か

く

大だ
い

し
て
提て

い

示じ

し
、
国こ

く

民み
ん

を
慰い

撫ぶ

す
る
こ
と
に
成せ

い

功こ
う

し
た
。・
・
・

　
愛あ

い

国こ
く

に
関か

ん

し
て
は
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
好す

き
」
と
い
う
気き

持も

ち
で
す

か
ら
、
す
ご
く
明め

い

確か
く

で
す
。
自じ

由ゆ
う

に
関か

ん

し
て
も
、
自じ

由ゆ
う

が
何な

に

か
を
知し

ら
な
く
て
も
何な

ん

と
な
く
想そ

う

像ぞ
う

が
つ
く
。
つ
ま
り
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
お
金か

ね

で
好す

き
な
も
の
を
買か

っ
て
、
好す

き
な
人に

ん

間げ
ん

と
交こ

う

際さ
い

し

て
、
好す

き
な
本ほ

ん

を
読よ

ん
で
好す

き
な
こ
と
を
喋し

ゃ
べ
る
こ
と
で
す
か

ら
ね
。
し
か
し
「
民み

ん

主し
ゅ

」
は
漠ば

く

然ぜ
ん

と
し
て
い
て
想そ

う

像ぞ
う

が
つ
き
に

く
い
も
の
だ
っ
た
。［
１
，　
Ｐ
８
０
］

　
こ
の
「
民み

ん

主し
ゅ

」
が
、
西せ

い

洋よ
う

の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
や
や
意い

味み

が
ズ
レ
て
い
る
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
、
と
安や

す

田だ

氏し

は
指し

摘て
き

す
る
。

安や
す

田だ

氏し

は
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

の
ル
ポ
を
書か

く
過か

程て
い

で
多お

お

く
の
人ひ

と

の

話は
な
しを
聞き

い
た
が
、
そ
の
中な

か

に
事じ

件け
ん

当と
う

時じ

２
６
歳さ

い

で
北ぺ

京き
ん

大だ
い

学が
く

の
講こ

う

師し

だ
っ
た
人ひ

と

が
い
た
。
一い

ち

日に
ち

中じ
ゅ
う

立た

ち
っ
ぱ
な
し
で
デ
モ
を

や
っ
て
い
る
熱ね

っ

血け
つ

青せ
い

年ね
ん

が
、
今い

ま

は
「
牙き

ば

を
抜ぬ

か
れ
て
会か

い

社し
ゃ

の
社し

ゃ

長ち
ょ
う」に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

Ｏ
Ｂ
に
は
よ
く
あ
る
パ
タ
ー

ン
だ
と
い
う
。

【
安や

す

田だ

】
彼か

れ

が
「（
現げ

ん

在ざ
い

、
似に

た
よ
う
な
デ
モ
が
起お

き
て
も
）

参さ
ん

加か

す
る
か
は
微び

妙み
ょ
う」「（
自じ

分ぶ
ん

の
娘む

す
め
が
仮か

り

に
参さ

ん

加か

す
る
と
す

れ
ば
）
感か

ん

心し
ん

し
な
い
」
と
言い

っ
た
の
で
、
そ
の
理り

由ゆ
う

を
尋た

ず

ね
る

と
、「
今い

ま

は
昔む

か
しよ
り
も
ず
っ
と
『
民み

ん

主し
ゅ

』
に
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
」

と
言い

う
（
笑わ

ら
い）。

　
「
民み

ん

主し
ゅ

」
に
な
っ
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
尋た

ず

ね
る
と
、「
新し

ん

聞ぶ
ん

は
昔む

か
しよ
り
も
面お

も

白し
ろ

い
こ
と
を
た
く
さ
ん
書か

く
よ
う
に
な
っ
た

し
、
話は

な

せ
る
話わ

題だ
い

も
増ふ

え
た
。
こ
う
い
う
商

し
ょ
う

売ば
い

で
も
ち
ゃ
ん
と

で
き
る
。『
民み

ん

主し
ゅ

』
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。
そ
こ
か
ら
は
も
う
深ふ

か

く
は
突つ

っ
込こ

み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

式し
き

の

「
民み

ん

主し
ゅ

」
理り

解か
い

で
す
。［
１
，　
Ｐ
８
２
］

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもら
い、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

っても
らえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や
日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

こ
の
３
０
年ね

ん

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

は
巧た

く

み
な
手て

口ぐ
ち

で
、

　
　
　
　

天て
ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

を
「
も
う
終お

わ
っ
た
も
の
」
と
糊こ

塗と

し
て
き
た
が
…

（３） ２０１９年第５２９２号 	 ７月	２７日	（土曜日）

　
本ほ

ん

来ら
い

の
「
民み

ん

主し
ゅ

」
と
は
国こ

く

民み
ん

が
政せ

い

治じ

的て
き

な
自じ

由ゆ
う

と
国こ

く

政せ
い

の

決け
っ

定て
い

権け
ん

を
持も

つ
こ
と
だ
が
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
は
孟も

う

子し

の
「
民み

ん

本ぽ
ん

」
思し

想そ
う

、
す
な
わ
ち
「
名め

い

君く
ん

の
よ
き
統と

う

治ち

の
も
と
で
民み

ん

心し
ん

が
安あ

ん

定て
い

し
た
状

じ
ょ
う

態た
い

」
と
い
う
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

の
伝で

ん

統と
う

思し

想そ
う

に
置お

き
換か

え
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
「
ズ
レ
」
に
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

は
上

じ
ょ
う

手ず

に

乗の

っ
か
っ
て
い
る
と
、
安や

す

田だ

氏し

は
指し

摘て
き

す
る
。
石せ

き

平へ
い

氏し

も
こ
う

賛さ
ん

同ど
う

す
る
。

【
石せ

き

平へ
い

】
ま
こ
と
に
腹は

ら

立だ

た
し
く
も
ど
か
し
い
限か

ぎ

り
で
す
が
、

そ
う
い
う
こ
と
で
す
な
。
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

後ご

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
「
愛あ

い

国こ
く

」
と
「（
経け

い

済ざ
い

的て
き

な
）
自じ

由ゆ
う

」
だ
け
を
残の

こ

し
、「
民み

ん

主し
ゅ

」
を
中

ち
ゅ
う

国ご
く

的て
き

民み
ん

主し
ゅ

に
読よ

み
替か

え
た
の
で
す
。［
１
，　

Ｐ

８
３
］

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

の
工こ

う

作さ
く

の
手て

は
、
事じ

件け
ん

当と
う

時じ

、
海か

い

外が
い

で
活か

つ

動ど
う

し

て
い
た
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち
に
も
伸の

び
た
。

【
石せ

き

平へ
い

】
最さ

い

初し
ょ

は
「
運う

ん

動ど
う

に
か
か
わ
っ
た
人ひ

と

は
帰き

国こ
く

で
き
な
い
」

と
み
ん
な
覚か

く

悟ご

を
決き

め
て
い
ま
し
た
が
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

も
上

じ
ょ
う

手ず

な
も
の
で
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
「
一い

っ

切さ
い

お
と
が
め
な
し
」
と

『
人じ

ん

民み
ん

日に
っ

報ぽ
う

』
で
宣せ

ん

言げ
ん

し
ま
し
た
。
そ
れ
で
み
ん
な
安あ

ん

心し
ん

し

て
帰き

国こ
く

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
帰き

国こ
く

し
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
変へ

ん

化か

を
目ま

の
当あ

た
り
に
し
て
、

運う
ん

動ど
う

は
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
み
ん
な
自じ

分ぶ
ん

の
人じ

ん

生せ
い

を
歩あ

ゆ

み
始は

じ

め
ま
し
た
。
人ひ

と

は
そ
う
い
う
も
の
で
す
か
ら
、
彼か

れ

ら
を
責せ

め
る

理り

由ゆ
う

は
な
い
で
し
ょ
う
。［
１
，　
Ｐ
１
１
６
］

　

そ
れ
で
も
帰き

国こ
く

し
な
い
活か

つ

動ど
う

家か

た
ち
に
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

の

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
浴あ

び
せ
ら
れ
た
。
内う

ち

ゲ
バ
や
銭ぜ

に

ゲ
バ
を
取と

り

上あ

げ
ら
れ
て
「
海か

い

外が
い

で
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

運う
ん

動ど
う

を
や
っ
て
い
る
連れ

ん

中ち
ゅ
うは

自じ

分ぶ
ん

さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
よ
う
な
と
ん
で
も
な
い
人に

ん

間げ
ん

だ
。
理り

想そ
う

や
理り

念ね
ん

以い

前ぜ
ん

に
人に

ん

間げ
ん

と
し
て
ダ
メ
な
や
つ
だ
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
作つ

く

ら
れ
た
。

　

ま
た
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

内な
い

で
一い

っ

国こ
く

一い
ち

城じ
ょ
うの
大だ

い

企き

業ぎ
ょ
うの
経け

い

営え
い

者し
ゃ

だ
っ

た
の
に
、
そ
の
地ち

位い

を
な
げ
う
っ
て
運う

ん

動ど
う

に
参さ

ん

加か

し
た
万ま

ん

潤
じ
ゅ
ん

南な
ん

と
い
う
人じ

ん

物ぶ
つ

は
、
今い

ま

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
タ
ク
シ
ー
の
運う

ん

転て
ん

手し
ゅ

を
し
な
が
ら
生せ

い

計け
い

を
立た

て
て
い
る
。
そ
れ
を
『
人じ

ん

民み
ん

日に
っ

報ぽ
う

』

傘さ
ん

下か

の
『
環か

ん

球き
ゅ
う

時じ

報ほ
う

』
が
「
昔む

か
しの
民み

ん

主し
ゅ

化か

運う
ん

動ど
う

の
リ
ー
ダ
ー

は
今い

ま

こ
の
よ
う
な
悲ひ

惨さ
ん

な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで
す
」
と
底そ

こ

意い

地じ

の
悪わ

る

い
報ほ

う

道ど
う

を
す
る
。

　

現げ
ん

体た
い

制せ
い

に
不ふ

満ま
ん

を
抱い

だ

く
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
は
、
も

う
一ひ

と
つ
の
逃に

げ
道み

ち

が
で
き
た
。
海か

い

外が
い

に
高た

か

飛と

び
す
る
こ
と
で
あ

る
。

【
安や

す

田だ

】極
き
ょ
く

論ろ
ん

、民み
ん

主し
ゅ

化か

運う
ん

動ど
う

を
し
な
く
て
も
、シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

に
行い

け
ば
才さ

い

能の
う

は
発は

っ

揮き

で
き
る
わ
け
で
す
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
（
Ｇ

Ｏ
Ｏ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
，　

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
，　

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
，

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
）
を
は
じ
め
と
し
た
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

の
グ
ロ
ー
バ
ル
大だ

い

企き

業ぎ
ょ
うに
高こ

う

給き
ゅ
うで
雇や

と

わ
れ
れ
ば
、
デ
モ
を
し
な
く
て
も
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

ど
こ

ろ
か
世せ

界か
い

を
変か

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
体た

い

制せ
い

に
不ふ

満ま
ん

を
持も

つ
層そ

う

の
中な

か

で
も
知ち

的て
き

に
優す

ぐ

れ
た
層そ

う

は
、
デ
モ
を
し
て
逮た

い

捕ほ

さ
れ
て
人じ

ん

生せ
い

が

ご
破は

算さ
ん

に
な
る
よ
う
な
リ
ス
ク
を
背せ

負お

わ
な
く
て
い
い
わ
け
で

す
。
チ
ケ
ッ
ト
を
一い

ち

枚ま
い

買か

っ
て
外が

い

国こ
く

に
行い

け
ば
そ
れ
で
ハ
ッ
ピ
ー

で
す
か
ら
。［
１
，　
Ｐ
２
０
３
］

【
石せ

き

平へ
い

】
結け

っ

局き
ょ
く、
大お

お

き
な
環か

ん

境き
ょ
う

変へ
ん

化か

の
中な

か

で
、
ご
く
自し

然ぜ
ん

に

大た
い

半は
ん

の
人ひ

と

々び
と

が
そ
れ
ぞ
れ
の
生せ

い

活か
つ

に
戻も

ど

り
、
運う

ん

動ど
う

は
あ
っ
と
い

う
間ま

に
歴れ

き

史し

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
私わ

た
しも
神こ

う

戸べ

大だ
い

学が
く

で
修

し
ゅ
う

士し

課か

程て
い

・
博は

か

士せ

課か

程て
い

を
取と

り
ま
し
た

が
、
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

後ご

に
は
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
ほ
と
ん
ど
誰だ

れ

も
こ
の
話

は
な
し

に
は
触ふ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
意い

図と

的て
き

に
触ふ

れ
な
い
。
そ
れ
は

一い
っ

種し
ゅ

の
集

し
ゅ
う

団だ
ん

的て
き

共き
ょ
う

謀ぼ
う

で
あ
っ
て
、
あ
の
運う

ん

動ど
う

は
も
う
終お

わ
っ
た

こ
と
に
し
た
ほ
う
が
み
ん
な
に
と
っ
て
都つ

合ご
う

が
よ
か
っ
た
か
ら

で
す
。［
１
，　
Ｐ
１
１
７
］

　

し
か
し
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

の
巧た

く

み
な
工こ

う

作さ
く

に
乗の

ら
な
か
っ
た

人じ
ん

物ぶ
つ

が
い
た
。
そ
の
一ひ

と

人り

が
作さ

っ

家か

・
劉

り
ゅ
う

暁ぎ
ょ
う

波は

氏し

だ
っ
た
。

１
９
８
９
年ね

ん

に
民み

ん

主し
ゅ

化か

運う
ん

動ど
う

が
勃ぼ

っ

発ぱ
つ

し
た
際さ

い

、
劉り

ゅ
う
は
ア
メ
リ

カ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大だ

い

学が
く

の
客

き
ゃ
く

員い
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

員い
ん

の
立た

ち

場ば

を
な
げ
う
っ
て

帰き

国こ
く

し
、
運う

ん

動ど
う

に
身み

を
投と

う

じ
た
。
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

で
は
学が

く

生せ
い

た

ち
に
武ぶ

器き

を
捨す

て
る
よ
う
説せ

っ

得と
く

す
る
一い

っ

方ぽ
う

、
軍ぐ

ん

と
交こ

う

渉し
ょ
うし
て
衝

し
ょ
う

突と
つ

を
防ふ

せ

ご
う
と
し
た
。

　

事じ

件け
ん

後ご
「
反は

ん

革か
く

命め
い

罪ざ
い

」で
投と

う

獄ご
く

さ
れ
、多お

お

く
の
政せ

い

治じ

リ
ー
ダ
ー

が
欧お

う

米べ
い

か
ら
の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

へ
の
圧あ

つ

力り
ょ
くで
出

し
ゅ
っ

国こ
く

許き
ょ

可か

さ
れ
る
な
か

で
、
あ
え
て
国こ

く

内な
い

に
留と

ど

ま
り
、
事じ

件け
ん

の
殉

じ
ゅ
ん

難な
ん

者し
ゃ

の
名め

い

誉よ

回か
い

復ふ
く

と
人じ

ん

権け
ん

保ほ

障し
ょ
うな
ど
を
呼よ

び
か
け
て
、
さ
ら
に
二に

度ど

の
投と

う

獄ご
く

や

１
．「
居い

酒ざ
か

屋や

の
テ
ー
ブ
ル
に

         

顔か
お

を
伏ふ

せ
て
嗚お

咽え
つ

を
漏も

ら
し      

         

続つ
づ

け
る
石せ

き

平へ
い

氏し

」

jogdb_h1
9
/jog4

8
8
.

htm
l

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）　

石せ
き

平へ
い

、
安や

す

田だ　

峰み
ね

俊と
し

『「
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

」
三さ

ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

は
ど
う
な
る
？
』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｒ
０
１

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.

a
m
a
zo
n
.co
.jp
/o
/

asin
/4
5
9
4
0
8
2
2
9
7
/

japanontheg0
1
-2
2
/

を
覆お

お

う
大お

お

き
さ
に
拡か

く

大だ
い

し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
闇や

み

を
中

ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

民み
ん

が

「
劉

り
ゅ
う

暁ぎ
ょ
う

波は

と
い
う
灯と

う

火か

」
を
高た

か

く
掲か

か

げ
て
駆く

逐ち
く

す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
。
石せ

き

平へ
い

氏し

の
思お

も

い
は
、日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い

に
と
っ

て
も
他た

人に
ん

事ご
と

で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
６
２
）　

天て
ん

安あ
ん

門も
ん

の
地じ

獄ご
く

絵え

　

天て
ん

安あ
ん

門も
ん

広ひ
ろ

場ば

に
集あ

つ

ま
っ
て
自じ

由ゆ
う

と
民み

ん

主し
ゅ

化か

を
要よ

う

求き
ゅ
うす
る

１
０
０
万ま

ん

の
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うに
人じ

ん

民み
ん

解か
い

放ほ
う

軍ぐ
ん

が
襲お

そ

い
か
か
っ
た
。

h
ttp://w

w
w
2
s.biglobe.n

e.jp/n
ippon

/jog-
bd_h1

2
/jog1

6
2
.htm
l

Ｂ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
４
８
７
）　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

の
覚か

く

醒せ
い

（
上じ

ょ
う
）　

～　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
嘘う

そ

と
の
戦た

た
かい

　
「
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

の
小

し
ょ
う

戦せ
ん

士し

」
か
ら
「
民み

ん

主し
ゅ

派は

闘と
う

士し

」
へ
、
そ
し
て

「
反は

ん

日に
ち

」
打だ

破は

の
論ろ

ん

客き
ゃ
くへ
。

h
ttp://w

w
w
2
s.biglobe.n

e.jp/n
ippon

/jog-
db_h1

9
/jog4

8
7
.htm
l

Ｃ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
４
８
８
）　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

の
覚か

く

醒せ
い

（
下げ

）　

～　

日に

本ほ
ん

で
再さ

い

発は
っ

見け
ん

し
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
理り

想そ
う

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

で
根ね

絶だ

や
し
に
さ
れ
た
孔こ

う

子し

の
理り

想そ
う

は
、
日に

本ほ
ん

で
花は

な

開ひ
ら

い
て
い
た
。

h
ttp
://w

w
w
2
s.b
ig
lo
b
e.n
e.jp
/n
ip
p
o
n
/

２
．
ト
ウ
小し

ょ
う

平へ
い

と

        

知ち

識し
き

人じ
ん

た
ち
と
の
「
契け

い

約や
く

」

３
．「
こ
の
契け

い

約や
く

を
受う

け
入い

れ
て

         

金か
ね

儲も
う

け
す
れ
ば
…
」

４
．
西せ

い

洋よ
う

式し
き

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」と

        

中ち
ゅ
う

国ご
く

式し
き

「
民み

ん

主し
ゅ

」
の

        

認に
ん

識し
き

の
「
ズ
レ
」

５
．「
運う

ん

動ど
う

は
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

         

み
ん
な
自じ

分ぶ
ん

の
人じ

ん

生せ
い

を

         

歩あ
ゆ

み
始は

じ

め
ま
し
た
」

６
．「
あ
の
運う

ん

動ど
う

は
も
う
終お

わ
っ
た

          

こ
と
に
し
た
ほ
う
が
」

７
．「
劉り

ゅ
う

暁ぎ
ょ
う波は

と
い
う
灯と

う

火か

」

強き
ょ
う

制せ
い

労ろ
う

働ど
う

を
受う

け
た
。

　

２
０
０
８
年ね

ん

に
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
大お

お

幅は
ば

な
民み

ん

主し
ゅ

化か

を
求も

と

め
る
「
〇ま

る

八は
ち

憲け
ん

章し
ょ
う」
を
３
０
０
名め

い

以い

上じ
ょ
うの
知ち

識し
き

人じ
ん

と
と
も
に
実じ

つ

名め
い

で
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。
こ
の
発は

っ

表ぴ
ょ
うに
よ
り
、

「
国こ

っ

家か

政せ
い

権け
ん

転て
ん

覆ぷ
く

扇せ
ん

動ど
う

罪ざ
い

」
に
よ
る
懲

ち
ょ
う

役え
き

１
１
年ね

ん

の
判は

ん

決け
つ

を
受う

け
、
２
０
１
０
年ね

ん

に
ノ
ー
ベ
ル
平へ

い

和わ

賞し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
が
、
１
７
年ね

ん

に
は
獄ご

く

中ち
ゅ
うに
て
病

び
ょ
う

死し

し
た
。

　

天て
ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

そ
の
も
の
は
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

の
巧た

く

み
な
手て

口ぐ
ち

で
、
あ
た
か
も
「
も
う
終お

わ
っ
た
も
の
」

に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
中な

か

で
唯ゆ

い

一い
つ
、
劉

り
ゅ
う

暁
ぎ
ょ
う

波は

の
足そ

く

跡せ
き

が
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

に
も
消け

せ
な
い
現げ

ん

実じ
つ

と
し
て

残の
こ

っ
て
い
る
。
石せ

き

平へ
い

氏し

は
言い

う
。「
劉

り
ゅ
う

暁ぎ
ょ
う

波は

と
い
う

灯と
う

火か

が
最さ

い

後ご

ま
で
輝か

が
やい
た
こ
と
が
、
我わ

れ

々わ
れ

に
と
っ
て

唯ゆ
い

一い
つの
救す

く

い
で
す
。」［
１
，　

Ｐ
１
３
６
］

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

は
国こ

く

内な
い

で
は
完か

ん

璧ぺ
き

な
言げ

ん

論ろ
ん

・

報ほ
う

道ど
う

統と
う

制せ
い

を
敷し

い
て
い
る
が
、
い
ま
や
多お

お

く
の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

民み
ん

が
海か

い

外が
い

に
移い

住じ
ゅ
うし
た
り
旅り

ょ

行こ
う

し
た
り
し
て
、

政せ
い

治じ

的て
き

自じ

由ゆ
う

と
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

を
体た

い

感か
ん

で
き
る
時じ

代だ
い

と

な
っ
た
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

独ど
く

裁さ
い

政せ
い

権け
ん

の
巨き

ょ

大だ
い

な
闇や

み

は
世せ

界か
い
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Autoridades do Japão 
e dos EUA discutem 
projéteis lançados pela 
Coreia do Norte

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Defesa nacional (26/07/2019)

O ministro dos Negócios 
Estrangeiros do Japão, 
Taro Kono, e o secretá-
rio de Estado do governo 
americano, Mike Pompeo, 
reafirmaram a forte coope-
ração entre os dois países, 
após o lançamento de pro-
jéteis pela Coreia do Norte.
Eles conversaram por te-

lefone durante cerca de 
30 minutos na sexta-feira, 
um dia após Pyongyang ter 
lançado dois projéteis em 
direção ao Mar do Japão. 
O governo sul-coreano diz 
que eles eram um novo 
tipo de míssil balístico de 
curto alcance.
Kono e Pompeo concorda-

ram que o Japão, Estados 
Unidos e Coreia do Sul vão 
trabalhar em conjunto para 
conseguir a desnucleariza-
ção da Coreia do Norte.
O governo japonês plane-
ja apresentar um protesto 
contra a Coreia do Norte, 
caso seja confirmado que 
os dois projéteis eram mís-

seis balísticos.
Arranjos estão sendo feitos 
para que Kono realize con-
versações com Pompeo, 
nos bastidores de uma con-
ferência internacional a ser 
realizada na Tailândia na 
próxima semana.

Porta-voz do governo japonês fala 
sobre comentário feito pelo novo 
secretário de Defesa dos EUA

EUA (26/07/2019)

O porta-voz principal do 
governo japonês buscou 
minimizar o impacto de 
uma observação feita pelo 
novo secretário de Defesa 
do governo americano, de 
que os aliados dos Estados 
Unidos deveriam contri-
buir mais equitativamente 
para garantir a segurança 
global.
Yoshihide Suga, secre-

tário-chefe do gabinete, 
disse, em uma entrevis-
ta à imprensa dada nesta 
sexta-feira, acreditar que 
Mark Esper estava falando 
de um modo geral sobre o 
compartilhamento de fun-
ções. Ele se absteve de fa-
zer mais comentários.
Esper fez a observação 
em um discurso realizado 
no Pentágono quando as-

Forças americanas explicam a 
países plano de formar coalizão 
para garantir segurança no 
Estreito de Ormuz

AIEA discute quem sucederá 
Yukiya Amano na direção

Premiê japonês parabeniza 
novo primeiro-ministro do 
Reino Unido

Estreito de Ormuz (26/07/2019)

Yukiya Amano  (26/07/2019)

Reino Unido  (24/07/2019)

As forças americanas 
presidiram uma reunião 
internacional para discutir 
um plano de formar coa-
lizão, com o objetivo de 
garantir a segurança no Es-
treito de Ormuz.
O Comando Central dos 
Estados Unidos convidou 
representantes de aliados 
e nações amigas para uma 
base militar na Flórida na 
quinta-feira. O Comando 
Central é responsável por 
operações militares no 
Oriente Médio.
Não foram divulgados de-
talhes do encontro. Acre-
dita-se que autoridades do 
Comando tenham explica-
do as atividades que vêm 

O Conselho de Gover-
nantes da Agência Interna-
cional de Energia Atômica 
(AIEA) discutiu a eleição 
de um sucessor do falecido 
diretor-geral Yukiya Ama-
no.
Os membros do conselho 
se encontraram na quinta-
feira, em seguida à morte 
de Amano, ocorrida no dia 
18 de julho.
Eles designaram Cor-
nel Feruta, diplomata da 
Romênia e coordenador-
chefe da agência, para o 
cargo de diretor-geral em 
exercício.
Representantes prestaram 

O premiê japonês, Shinzo 
Abe, enviou uma mensa-
gem parabenizando Boris 
Johnson, que vai suceder 
Theresa May como premiê 
do Reino Unido.
Em sua mensagem, Abe fa-
lou sobre a planejada saída 
do Reino Unido da União 
Europeia. Ele expressou 

sendo conduzidas no Es-
treito de Ormuz.
Na semana passada, a ad-
ministração do presidente 
Donald Trump falou a di-
plomatas estrangeiros so-
bre a coalizão no Departa-
mento de Estado. Contudo, 
alguns deles manifestaram 
temores sobre a possibili-
dade de tal ato provocar o 
Irã.
O Comando Central sus-
tenta que a coalizão tem 
como objetivo promover 
estabilidade marítima, ga-
rantir navegação segura e 
reduzir tensão nas águas 
internacionais no Oriente 
Médio.

homenagens a Amano. O 
embaixador japonês, Mit-
suru Kitano, disse que la-
mentava profundamente 
que Amano tenha falecido 
em meio ao cumprimento 
do seu trabalho.
Especialistas afirmam que 
a comunidade internacio-
nal espera que o organis-
mo de controle nuclear 
da ONU desempenhe um 
papel maior na promoção 
do desarmamento e da 
não-proliferação nuclea-
res, uma vez que o acordo 
nuclear de 2015 com o Irã 
parece estar em perigo de 
desaparecer.

forte esperança de que os 
britânicos consigam con-
cretizar o Brexit de forma 
ordeira, com base em um 
acordo com o bloco euro-
peu, minimizando o im-
pacto negativo sobre em-
presas japonesas e sobre a 
economia global.

sumiu o cargo. Segundo 
especialistas no assunto, 
aparentemente, ele estava 
exortando o Japão e outros 
aliados dos Estados Uni-
dos a aumentar seus gastos 
em defesa.
Suga disse que o primeiro-
ministro do Japão, Shinzo 
Abe, e o presidente dos 
Estados Unidos, Donald 
Trump, afirmaram em uma 

declaração conjunta em 
2017 que a aliança nipo-a-
mericana é a base da paz, 
prosperidade e liberdade 
na região da Ásia-Pacífico.
Acrescentou que quando 
Trump visitou o Japão em 
maio, os líderes concor-
daram que a aliança está 
mais forte do que nunca e 
é uma das mais sólidas do 
mundo.

Premiê japonês faz pedido de 
desculpas a familiares de ex-pacientes 
de hanseníase

Pacientes de hanseníase  (24/07/2019)

A princesa Mako, do Ja-
pão, compareceu a uma ceri-
mônia na Bolívia em come-
moração ao 120º aniversário 
da chegada dos primeiros 
imigrantes japoneses ao país.
O evento foi realizado, na 
quarta-feira, em Santa Cruz 
de la Sierra, a maior cidade 
boliviana.

Cerca de 150 pessoas, in-
cluindo descendentes de ja-
poneses, saudaram a filha do 
príncipe herdeiro e da prin-
cesa Akishino.
A princesa fez preces em 
homenagem aos primeiros 
imigrantes e afirmou que não 
vai se esquecer de como eles 
superaram as dificuldades, 

com honestidade e diligên-
cia, para se aclimatarem na 
Bolívia.
Neste ano, comemora-se 
os 120 anos desde que 93 
japoneses desembarcaram 
em território boliviano para 
trabalhar no plantio de serin-
gueiras para a produção de 
borracha.

Atualmente, fala-se que 
mais de 10 mil descendentes 
de japoneses vivem no país.
A princesa Mako visitou um 
lar que abriga mais de 50 
crianças em idade pré-es-
colar que foram vítimas de 
abuso ou negligência pelos 
pais. Ela também conversou 
com três japonesas que tra-
balham no local.

Nissan anuncia queda nos lucros e cortes 
de trabalhadores

Softbank anuncia lançamento de segundo 
fundo de investimento

Nissan (26/07/2019)

Softbank (26/07/2019)

A Nissan Motors decla-
rou que vendas fracas nos 
Estados Unidos e na Eu-
ropa influenciaram seria-
mente na queda dos lucros 
operacionais para o perío-
do de abril a junho. A que-
da para o período foi de 
98% em relação ao mesmo 

A grande empresa ja-
ponesa do setor de tecno-
logia, Grupo Softbank, 
anunciou o lançamento 
de um segundo fundo de 
investimento totalizando 
108 bilhões de dólares.
A firma diz que está ini-

período do ano passado, 
registrando lucros baixos 
sem precedentes.
A montadora japonesa de-
clarou que a receita para o 
trimestre foi de cerca de 22 
bilhões de dólares, o que 
representa um declínio de 
12,7% em termos de ienes.

ciando o fundo para ace-
lerar a pesquisa e o desen-
volvimento da inteligência 
artificial. A Softbank pla-
neja oferecer 38 bilhões de 
dólares, sendo que o fundo 
contará também com as 
contribuições das gigantes 

O presidente Hiroto Sai-
kawa disse que a compa-
nhia vai eliminar negócios 
que não apresentam lucros 
enquanto manterá investi-
mentos em áreas de cres-
cimento. Ele disse que a 
Nissan objetiva contornar 
a situação dentro de dois 

do setor de tecnologia da 
informação, como Micro-
soft e Apple.
A Softbank estabeleceu 
seu primeiro fundo de in-
vestimento, Vision Fund, 
em 2017, com o apoio do 
governo saudita, entre ou-

anos. O fabricante d carros 
tenciona cortar a capaci-
dade de produção em 14 
fábricas, na sua maioria 
fora do Japão, nos próxi-
mos 3 anos. Ele também 
está estudando o corte de 
cerca de 12.500 postos de 
trabalho, ou seja,10% de 
sua força total de trabalho.

tros. O fundo de 92 bilhões 
de dólares vem dando en-
foque a empresas do setor 
de tecnologia da infor-
mação do mundo inteiro, 
como companhia de apli-
cativo de transporte, Uber, 
e a plataforma de mensa-
gens Slack.

No Campeonato Mun-
dial de Natação realizado 
na Coreia do Sul, o atleta 
japonês Daiya Seto ga-
nhou a medalha de ouro 

na categoria medley indi-
vidual masculina de 200 
metros.
Seto terminou com um 
tempo de 1 minuto e 56,14 

segundos.
Com a vitória, Seto foi 
qualificado para compe-
tir na categoria medley 
de 200 metros nos Jogos 

Olímpicos de Tóquio que 
serão realizados no ano 
que vem.

Daiya Seto ganha medalha de ouro em medley 
individual masculina de 200 metros

Natação (26/07/2019)
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っ

国こ
く

へ
の
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

普ふ

及き
ゅ
うに
は

戦せ
ん

前ぜ
ん

戦せ
ん

後ご

の
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

に
よ

る
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

使し

節せ
つ

団だ
ん

の
派は

遣け
ん

、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
人ひ

と

々び
と

の
努ど

力り
ょ
くが
あ

っ
た
こ
と
を
忘わ

す

れ
て
は
な
ら
な

学ま
な

ぶ
こ
と
で
、
将

し
ょ
う

来ら
い

に
大お

お

き

く
活い

き
る
」
と
チ
ー
ム
へ
の

期き

待た
い

を
寄よ

せ
た
。

　

部ぶ

員い
ん

の
松ま

つ

村む
ら

拓た
く

実み

さ
ん

（
１
６
、
大お

お

阪さ
か

）
は
伯は

っ

国こ
く

サ

ッ
カ
ー
に
つ
い
て
「
ド
リ
ブ

ル
の
技ぎ

術じ
ゅ
つが
高た

か

い
。
選せ

ん

手し
ゅ

そ

れ
ぞ
れ
の
個こ

性せ
い

も
は
っ
き
り

出で

て
い
て
、
１
チ
ー
ム
に

１
１
の
良よ

さ
が
あ
る
」
と
魅み

力り
ょ
く
を
説せ

つ

明め
い

。「
１
０
年ね

ん

以い

上
じ
ょ
う

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
が
、

海か
い

外が
い

の
選せ

ん

手し
ゅ

と
試し

合あ
い

す
る
機き

来
らい

社
しゃ

したジャカレイ文
ぶん

協
きょう

の皆
みな

さん

　

ジ
ャ
カ
レ
イ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

（
早は

や

川か
わ

功い
さ
お

会か
い

長ち
ょ
う

）

主し
ゅ

催さ
い

の
『
第だ

い

１
２
回か

い

ジ
ャ
カ

レ
イ
移い

民み
ん

祭さ
い

』
が
、
８
月が

つ

２
～
４
日か

と
９
～
１
１
日に

ち

の
６
日か

間か
ん

に
同ど

う

文ぶ
ん

協き
ょ
う（A

v. 

L
u

c
a

s N
o

g
u

e
ira 

G
a

rce
z, 1

9
4

0
, Jd

. 
E

sp
eran

ca

）
で
行お

こ

な
わ

れ
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う５
レ
、
駐

ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
う

代だ
い

が
２
０
レ
。

　

同ど
う

祭さ
い

は
、
地ち

方ほ
う

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

主し
ゅ

催さ
い

で
は
珍め

ず
ら

し
く
多た

民み
ん

族ぞ
く

の
移い

民み
ん

祭さ
い

で
、
１
０
団だ

ん

体た
い

が

協き
ょ
う

力り
ょ
く

し
て
開か

い

催さ
い

し
て
い
る
。

会か
い

場じ
ょ
うで
は
日に

本ほ
ん

、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
等な

ど

の
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

が
出

し
ゅ
っ

店て
ん

さ
れ

る
。
今こ

年と
し

は
領

り
ょ
う

事じ

館か
ん

か
ら
展て

ん

示じ

品ひ
ん

を
借か

り
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の

展て
ん

示じ

会か
い

も
行お

こ
な

う
予よ

定て
い

。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
コ
ロ
ニ
ア

歌か

手し
ゅ

の
シ
ョ
ー
、
和わ

太だ
い

鼓こ

演え
ん

奏そ
う

、
ダ
ン
ス
な
ど
を
披ひ

露ろ
う

。

来ら
い

社し
ゃ

し
た
早は

や

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
う（

６
７
、

長な
が

野の

県け
ん

）
が
「
ア
ラ
ブ
の
踊お

ど

り
も
あ
る
よ
」
と
言い

う
よ
う

に
、
各か

っ

国こ
く

の
踊お

ど

り
も
披ひ

露ろ
う

さ

れ
る
。

　

開か
い

催さ
い

時じ

間か
ん

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
。

２
日か

と
９
日か

は
午ご

後ご

６
時じ

～
カ
ー
選せ

ん

手し
ゅ

の
サ
ポ
ー
ト
に
徹て

っ

し
て
い
る
。
イ
ゴ
ル
さ
ん
の

よ
う
な
人じ

ん

材ざ
い

が
日に

っ

伯ぱ
く

サ
ッ
カ

ー
界か

い

の
懸か

け
橋は

し

と
な
り
、
い

ず
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
多お

お

く
の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

プ
ロ
選せ

ん

手し
ゅ

が
活か

つ

躍や
く

す

る
日ひ

も
く
る
か
も
。

　
　
　
　
　

◎

　

ク
リ
チ
バ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

講こ
う

座ざ

（
小お

本も
と

ラ
ウ
ラ
光み

つ

子こ

校こ
う

長ち
ょ
う）
は
、
昨さ

く

年ね
ん

に
開か

い

講こ
う

３
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
て
記き

念ね
ん

誌し

を
発は

っ

行こ
う

し
た
。
記き

念ね
ん

誌し

に
は
３
５
年ね

ん

間か
ん

の
沿え

ん

革か
く

や
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
ス
ピ
ー
チ・

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
行

ぎ
ょ
う

事じ

の
様よ

う

子す

、
元も

と

生せ
い

徒と

に
よ
る
感か

ん

動ど
う

や

苦く

労ろ
う

の
数か

ず

々か
ず

が
綴つ

づ

ら
れ
て
い

る
。
今い

ま

で
は
三さ

ん

世せ
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

も
お
り
、
若わ

か

い
世せ

代だ
い

へ

の
引ひ

き
継つ

ぎ
も
行お

こ
な

わ
れ
て
い

る
。
き
っ
と
４
０
、５
０
年ね

ん

の

記き

念ね
ん

誌し

も
作つ

く

ら
れ
る
に
違ち

が

い

な
い
。

出
しゅつ

場
じょう

した６選
せん

手
しゅ

（前
ぜん

列
れつ

左
ひだり

から森
もり

田
た

選
せん

手
しゅ

、井
いの

上
うえ

選
せん

手
しゅ

、三
み

浦
うら

選
せん

手
しゅ

、立
たて

石
いし

選
せん

手
しゅ

、後
こう

列
れつ

左
ひだり

から長
は

谷
せ

川
がわ

選
せん

手
しゅ

、深
ふか

水
みず

選
せん

手
しゅ

）

文ぶ
ん

協き
ょ
う

で
200
人に

ん

が
盛せ

い

大だ
い

に
祝し

ゅ
く

宴え
ん

公こ
う

邸て
い

で
６
氏し

が
受じ

ゅ

勲く
ん

会か
い

は
な
か
な
か
な
い
。
刺し

激げ
き

を
受う

け
て
今こ

ん

後ご

に
つ
な
げ
た

い
」
と
意い

気き

込ご

み
を
語か

た

っ
た
。

　

古ふ
る

川か
わ

陽よ
う

介す
け

さ
ん
（
１
６
、

滋し

賀が

）
は
「
サ
ッ
カ
ー
王お

う

国こ
く

で
世せ

界か
い

を
体た

い

感か
ん

し
た
い
。
自じ

分ぶ
ん

に
足た

り
な
い
技ぎ

術じ
ゅ
つや
、
通つ

う

用よ
う

す
る
部ぶ

分ぶ
ん

を
確た

し

か
め
た

い
」
と
目も

く

標ひ
ょ
うを
掲か

か

げ
、
高た

か

木ぎ

鈴り
ん

太た

さ
ん
（
１
６
、
岐ぎ

阜ふ

）

は
「
日に

っ

伯ぱ
く

で
は
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
の
か
け
方か

た

、技ぎ

術じ
ゅ
つに
加く

わ

え
、

生せ
い

活か
つ

自じ

体た
い

も
異こ

と

な
る
は
ず
。

サ
ッ
カ
ー
王お

う

国こ
く

で
武む

者し
ゃ

修し
ゅ

行ぎ
ょ
う

名め
い

門も
ん

静し
ず

学が
く

サ
ッ
カ
ー
部ぶ

来ら
い

伯は
く

！

「
各か

っ

国こ
く

の
料り

ょ
う

理り

や
踊お

ど

り
楽た

の

し
ん
で
」

多た

民み
ん

族ぞ
く

な
ジ
ャ
カ
レ
イ
移い

民み
ん

祭さ
い

伯は
っ

国こ
く

か
ら
６
選せ

ん

手し
ゅ

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

第だ
い

７
回か

い

な
ぎ
な
た
世せ

界か
い

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

サ
ッ
カ
ー
に
か
け
る
思お

も

い
も

伯は
っ

国こ
く

の
方ほ

う

が
強つ

よ

い
と
思お

も

う
。

そ
ん
な
背は

い

景け
い

ま
で
感か

ん

じ
取と

り

た
い
」
と
述の

べ
た
。

　

同ど
う

校こ
う

サ
ッ
カ
ー
部ぶ

の
伯は

っ

国こ
く

遠え
ん

征せ
い

は
今こ

ん

回か
い

が
初は

つ

の
試こ

こ
ろ

み
。

　

同ど
う

校こ
う

出し
ゅ
っ
し
ん身
の
神か

ん

田だ

凛り
ん

星せ
い

さ

ん
は
現げ

ん

在ざ
い

、
ブ
ラ
ジ
ル
で
ア

ト
レ
チ
コ
・
ゴ
イ
ア
ニ
エ
ン

セ
に
所し

ょ

属ぞ
く

。
同ど

う

チ
ー
ム
の
監か

ん

督と
く

は
元も

と

日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うの
呂ろ

比ぺ

須す

ワ
グ
ナ
ー
氏し

。
契け

い

約や
く

に
携た

ず
さ

わ

っ
た
の
が
、
同ど

う

監か
ん

督と
く

の
義ぎ

理り

の
弟

お
と
う
との
安あ

芸き

ア
レ
シ
ャ
ン
ド

レ
氏し

（
ア
キ
＆
デ
シ
デ
リ
オ

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）。

安あ

芸き

氏し

は
同ど

う

校こ
う

サ
ッ
カ
ー
部ぶ

監か
ん

督と
く

の
川か

わ

口ぐ
ち

修お
さ
むさ
ん
と
同ど

う

級
き
ゅ
う

生せ
い

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今こ

ん

回か
い

の
遠え

ん

征せ
い

に
つ
な
が
っ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部ぶ

か
ら
は
１
年ね

ん

生せ
い

限げ
ん

定て
い

で
、
希き

望ぼ
う

し
た
生せ

い

徒と

が
実じ

っ

費ぴ

で
参さ

ん

加か

。
同ど

う

校こ
う

サ
ッ

カ
ー
部ぶ

は
三み

浦う
ら

知か
ず

良よ
し

、
泰や

す

年と
し

両り
ょ
う

氏し

や
、
大お

お

島し
ま

僚り
ょ
う

太た

選せ
ん

手し
ゅ

な
ど
多お

お

く
の
プ
ロ
選せ

ん

手し
ゅ

を
輩は

い

出し
ゅ
つし
て
い
る
。

　

国こ
く

際さ
い

な
ぎ
な
た
連れ

ん

盟め
い

（
橋は

し

本も
と

久く

美み

子こ

会か
い

長ち
ょ
う、
本ほ

ん

部ぶ

＝
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

伊い

丹た
み

市し

）
は
「
第だ

い

７
回か

い

な
ぎ
な
た
世せ

界か
い

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

」
及お

よ

び
親し

ん

善ぜ
ん

大た
い

会か
い

を
６
、７
両

り
ょ
う

日じ
つ

、

ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ

ン
に
て
行

お
こ
な

っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル

な
ぎ
な
た
協

き
ょ
う

会か
い

（
森も

り

田た

泰や
す

江え

会か
い

長ち
ょ
う）
か
ら
も
６
選せ

ん

手し
ゅ

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う。
親し

ん

善ぜ
ん

大た
い

会か
い

で
は
長は

谷せ

川が
わ

知と
も

美み

選せ
ん

手し
ゅ

が
３
位い

の
好こ

う

成せ
い

績せ
き

を
収お

さ

め
た
。

　

世せ

界か
い

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

は
４
年ね

ん

ご
と

の
開か

い

催さ
い

で
、
今こ

ん

回か
い

は
２
０
０

人に
ん

以い

上じ
ょ
う

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う。
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
も
、
長は

谷せ

川が
わ

知と
も

美み

令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

春
はる

の叙
じょ

勲
くん

を伝
でん

達
たつ

（７） ２０１９年第５２９２号 	 ７月	２７日	（土曜日）

公
こう

邸
てい

で受
じゅ

章
しょう

者
しゃ

らが記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

（前
ぜん

列
れつ

左
ひだり

から岡
おか

野
の

さん、野
の

口
ぐち

総
そう

領
りょう

事
じ

、和
わ

田
だ

さん、後
こう

列
れつ

左
ひだり

から与
よ

儀
ぎ

さん、木
きの

下
した

さん、安
やす

武
たけ

さん、堀
ほり

井
い

さん、安
やす

永
なが

さん）

来
らい

伯
はく

した部
ぶ

員
いん

ら

在
ざ い

聖
せ い

総
そ う

領
りょう

事
じ

館
か ん

い
。
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

普ふ

及き
ゅ
うは
日に

っ

伯ぱ
く

の
絆

き
ず
な

そ
の
も
の
。
各か

く

地ち

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

に
感か

ん

謝し
ゃ

を
伝つ

た

え
た
い
」
と
し
、

岡お
か

野の

さ
ん
も
立た

ち
上あ

が
っ
て

頭あ
た
まを
下さ

げ
た
。

　

同ど
う

日じ
つ

夜よ
る

に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
多た

目も
く

的て
き

ホ
ー
ル
に
２
０
０
人に

ん

以い

上
じ
ょ
う

が
集あ

つ

ま
っ
て
盛せ

い

大だ
い

に
祝

し
ゅ
く

賀が

会か
い

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。

　

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

管か
ん

内な
い

の
受じ

ゅ

章し
ょ
う

者し
ゃ

６
氏し

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く）。

　
【
邦ほ

う

人じ
ん

叙じ
ょ

勲く
ん

】
堀ほ

り

井い

文ふ
み

夫お

（
８
５
）
＝
旭き

ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う、

安や
す

武た
け

誠ま
こ
と（
８
１
）
＝
旭き

ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う、岡お
か

野の

脩し
ゅ
う

平へ
い

（
８
１
）

＝
旭き

ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章
し
ょ
う

（
３
１
、４
段だ

ん

）、
深ふ

か

水み
ず

智ち

恵え

美み

（
４
７
、３
段だ

ん

）、
井い

の

上う
え

ト

ゥ
ー
リ
オ
（
３
９
、２
段だ

ん

）、

三み

浦う
ら

ス
エ
リ
（
６
１
、初し

ょ

段だ
ん

）、

立た
て

石い
し

エ
ン
リ
ケ
（
２
５
、
初し

ょ

段だ
ん

）、
森も

り

田た

泰や
す

江え

（
６
８
、４

段だ
ん

）
の
６
選せ

ん

手し
ゅ

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
た
。

　

世せ

界か
い

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

で
は
日に

本ほ
ん

勢ぜ
い

が
１
位い

を
独ど

く

占せ
ん

し
た
が
、
日に

本ほ
ん

欠け
つ

場じ
ょ
う

の
親し

ん

善ぜ
ん

大た
い

会か
い

で
は
、

長は

谷せ

川が
わ

選せ
ん

手し
ゅ

が
見み

事ご
と

３
位い

入
に
ゅ
う

賞し
ょ
うを
果は

た
し
た
。

　

大た
い

会か
い

後ご

に
３
日か

間か
ん

開か
い

催さ
い

さ

れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
３
０ 

０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが
参さ

ん

加か

し
た
。

　

大た
い

会か
い

に
伴

と
も
な

っ
て
行お

こ
な

わ
れ
た

昇し
ょ
う

段だ
ん

審し
ん

査さ

で
は
、
長は

谷せ

川が
わ

選せ
ん

手し
ゅ

が
４
段だ

ん

と
審し

ん

判ぱ
ん

員い
ん

、
立た

て

石い
し

選せ
ん

手し
ゅ

が
初し

ょ

段だ
ん

に
合ご

う

格か
く

。

　

森も
り

田た

会か
い

長ち
ょ
うは
「
大た

い

会か
い

に
若わ

か

い
人ひ

と

が
多お

お

く
な
り
、
な
ぎ
な

た
の
盛も

り
上あ

が
り
を
大お

お

い
に

感か
ん

じ
た
」
と
大た

い

会か
い

を
振ふ

り
返か

え

っ
た
。

　

国こ
く

際さ
い

な
ぎ
な
た
連れ

ん

盟め
い

に
は

イ
ス
ラ
エ
ル
と
台た

い

湾わ
ん

が
新あ

ら

た
に
加か

盟め
い

。
加か

盟め
い

国こ
く

は
１
６

ヵ
国こ

く

と
な
っ
た
。
大た

い

会か
い

に
は

未み

加か

盟め
い

国こ
く

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
、

香ほ
ん
こ
ん港
、
ロ
シ
ア
も
参さ

ん

加か

し
た
。

１
１
時じ

、
３
日か

と
１
０
日か

は

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

～
午ご

後ご

１
１

時じ

、
４
日か

と
１
１
日に

ち

は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

～
午ご

後ご

６
時じ

。

　

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
早は

や

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
う、
馬ば

場ば

敏と
し

雄お

顧こ

問も
ん

（
８
８
、

千ち

葉ば

県け
ん

）、
シ
メ
ゾ
・
シ
ゲ

ナ
リ
文ぶ

ん

化か

理り

事じ

（
７
５
、
二に

世せ
い

）
は
「
皆み

な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

働は
た
らい
て
お
り
、
儲も

う

け
よ
り
も

皆み
な

に
楽た

の

し
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
大た

い

切せ
つ

に
し
て
い
る
。
な
か

な
か
な
い
多た

国こ
く

籍せ
き

の
祭ま

つ

り
を

是ぜ

非ひ

楽た
の

し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」

と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、同ど

う

文ぶ
ん

協き
ょ
う（
１
２ 

・
３
９
５
６
・１
４
８
８
）
ま

で
。

　
【
外が

い

国こ
く

人じ
ん

叙じ
ょ

勲く
ん

】
和わ

田だ

忠た
だ

義よ
し

（
８
６
、
二に

世せ
い

）
＝

旭き
ょ
く

日じ
つ

小し
ょ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う、
与よ

儀ぎ

上う
え

原は
ら

昭あ
け

雄お

（
７
５
、
二に

世せ
い

）
＝

旭き
ょ
く

日じ
つ

小し
ょ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う、
安や

す

永な
が

信し
ん

一い
ち

（
７
１
、
三さ

ん

世せ
い

）
＝
旭き

ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う、木き
の

下し
た

ジ
ョ
ル
ジ（
８
１
、

二に

世せ
い

）
＝
旭き

ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章
し
ょ
う

文ぶ
ん

協き
ょ
う

の
多た

目も
く

的て
き

ホ
ー
ル
に
は
２
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
う

が
集あ

つ

ま
っ
て
祝し

ゅ
く

宴え
ん

を
開ひ

ら

い
た(Aldo Shiguti)

　

野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
皆み

な

さ
ん

が
こ
こ
に
至い

た

る
ま
で
に
は
、
言こ

と

葉ば

に
表あ

ら
わ
せ
な
い
程ほ

ど

の
幾い

く

多た

の
困こ

ん

難な
ん

や
苦く

労ろ
う

が
あ
っ
た
と
思お

も

う
。
並な

み

々な
み

な
ら
ぬ
努ど

力り
ょ
くや
誠せ

い

実じ
つ

な
姿す

が
た
は
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
手て

本ほ
ん

と
し
て
誰だ

れ

も
が
認み

と

め
る
も

の
」
と
受じ

ゅ

章し
ょ
う

者し
ゃ

ら
に
祝

し
ゅ
く

意い

を
で
、
見み

届と
ど

け
た
い
」
と
今こ

ん

後ご

の
活か

つ

動ど
う

へ
の
意い

欲よ
く

を
見み

せ
た
。

堀ほ
り

井い

さ
ん
は
モ
ジ
・
ダ
ス
・

ク
ル
ー
ゼ
ス
文ぶ

ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

副ふ
く

理り

事じ

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
、
モ
ジ
秋あ

き

祭ま
つ

り

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

存そ
ん

在ざ
い

と
し
て
活か

つ

躍や
く

。

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

表ひ
ょ
うし
た
。

　

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
受じ

ゅ

章し
ょ
う

者し
ゃ

の
功こ

う

績せ
き

を

紹し
ょ
う

介か
い

し
、
勲く

ん

記き

と
勲く

ん

章し
ょ
うを
授じ

ゅ

与よ

し
た
。
受じ

ゅ

章し
ょ
う

者し
ゃ

は
挨あ

い

拶さ
つ

の
中な

か

で
、

各お
の

々お
の

の
苦く

労ろ
う

や

来ら
い

歴れ
き

を
振ふ

り
返か

え

る

と
と
も
に
、
親し

ん

族ぞ
く

や
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

を
述の

べ

た
。

　

受じ
ゅ

勲く
ん

し
た
堀ほ

り

井い

文ふ
み

夫お

さ
ん
は
、

「
受じ

ゅ

章し
ょ
うは
身み

に
余あ

ま

る
名め

い

誉よ

。
で
も
ま

だ
完か

ん

成せ
い

し
て
い
な

い
事じ

業ぎ
ょ
うも
あ
る
の
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